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三

　
都
市
の
順
位
と
規
模
と
の
間
に
一
定
の
関
係
を
み
髪
だ
し
た
順
位

　
①

法
則
、
人
口
移
動
彙
と
距
離
と
の
問
の
反
比
例
関
係
を
明
ら
か
に
し

　
　
　
　
②

た
距
離
法
則
、
総
人
口
・
都
市
人
口
・
農
村
人
口
・
距
離
な
ど
の
間

に
物
理
学
上
の
均
衡
理
論
と
系
の
理
論
を
導
入
し
た
物
理
学
約
ポ
テ

　
　
　
　
　
　
③

ソ
シ
ャ
ル
の
法
則
な
ど
、
人
口
都
市
化
に
関
す
る
近
代
的
諸
法
則
は

舅
約
】
従
来
の
人
暴
市
化
に
関
連
す
る
近
代
的
諸
法
則
が
い
ず
れ
も
覆
的
法
則
で
あ
る
の
に
対
し
て
・
筆
誉
地
域
の
結
讐
…
と
い
う
都
市
の
蒸
」

本
的
性
格
と
の
関
連
に
お
い
て
、
そ
の
人
目
増
減
の
仕
組
を
説
明
す
る
よ
り
微
視
的
な
法
器
樹
立
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の
有
力
な

手
が
か
り
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
多
数
の
実
態
分
析
に
使
用
さ
れ
て
き
た
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ベ
イ
ス
・
セ
オ
リ
…
を
と
ら
え
、
そ
の
有
効
性
を
め
ぐ
る
フ

ォ
ウ
ッ
・
ハ
リ
ス
・
テ
ィ
ボ
…
等
の
論
争
や
ア
ソ
ド
リ
ュ
ー
ス
の
論
考
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
N
…
B
比
率
で
も
っ
て
都
市
の
人
口
増
減
を
説
明
す
る

た
め
に
は
、
さ
ら
に
次
の
問
題
点
を
検
討
し
て
お
く
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
O
N
…
B
比
率
の
安
定
性
、
⇔
B
活
動
、
N
活
動
、
N
葺
比
率
の
現
実

に
お
け
る
変
動
関
係
、
⇔
都
市
の
規
模
と
N
一
B
比
率
の
関
係
。
こ
の
う
ち
e
、
㊤
を
検
討
す
る
た
め
、
日
本
の
六
大
都
市
に
つ
い
て
の
昭
和
三
二
年
・
三

五
年
・
三
八
年
の
N
一
B
比
率
を
算
出
し
た
。
ま
た
⇔
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
る
内
外
都
市
の
N
一
B
比
率
を
蒐
集
し
た
。
こ

う
し
た
考
察
の
結
果
エ
コ
ノ
ミ
ヅ
ク
・
ベ
イ
ス
・
セ
オ
リ
…
が
都
市
の
人
日
変
動
を
説
明
す
る
上
で
か
な
り
有
効
で
あ
る
と
の
見
通
し
を
得
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
〇
巻
三
号
　
一
九
六
七
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で
に
か
ず
多
く
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
、
館
稔
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、

　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
大
部
分
は
巨
視
的
法
則
で
あ
り
、
都
市
そ
の
も
の
の
機
能
や
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

造
に
関
連
を
も
つ
微
視
的
法
則
の
究
明
は
未
だ
十
分
に
行
わ
れ
て
し

な
い
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、
社
会
的
交
流
の
結
節

点
（
蓉
舞
｝
℃
9
詳
）
な
い
し
は
中
心
地
（
o
窪
目
巴
℃
㌶
o
Φ
）
と
い
っ

た
、
地
理
学
上
か
ら
み
た
都
市
の
基
本
的
機
能
と
の
関
連
に
お
い
て
、

都
市
人
口
の
変
動
の
メ
カ
轟
ズ
ム
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
中
心
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地
と
し
て
の
都
市
機
能
を
明
確
に
認
識
し
、
そ
れ
に
量
的
表
現
を
与

え
た
の
は
ク
リ
ス
タ
ー
ラ
！
（
芝
．
　
（
）
財
穏
一
ω
汁
ρ
｝
一
①
弓
）
で
あ
る
け
れ
ど

⑤も
、
蚤
的
に
と
ら
え
た
都
市
の
中
心
地
機
能
を
さ
ら
に
人
口
変
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

分
析
に
関
連
づ
け
た
経
済
的
基
盤
説
（
国
o
o
8
ヨ
ざ
じ
d
¢
ω
0
6
げ
Φ
○
蔓
）

は
、
そ
う
し
た
目
的
に
そ
う
一
つ
の
有
効
な
理
論
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。　

一
九
二
三
年
に
ホ
イ
ッ
ト
（
嵩
◎
綴
○
聯
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
体

系
化
さ
れ
た
こ
の
理
論
は
、
も
と
も
と
地
域
（
都
市
）
の
人
口
発
展

度
を
予
測
し
よ
う
と
す
る
現
実
的
要
請
よ
り
生
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

⑳
予
測
の
手
段
と
し
て
は
数
あ
批
判
を
う
け
・
鎧
学
で
は
む

し
ろ
、
都
市
の
機
能
を
空
間
的
に
と
ら
え
、
都
市
を
他
の
地
域
に
結

び
つ
け
る
紐
帯
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
、
よ
り
大
き
な
価
値
を
認
め

　
　
⑧

て
来
た
。
そ
の
他
方
法
上
の
間
諜
を
も
含
め
て
、
合
衆
圏
を
中
心
に

た
た
か
わ
さ
れ
て
き
た
こ
の
理
論
に
つ
い
て
の
賛
否
両
論
は
、
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
い
く
つ
か
の
展
望
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
も
か
つ
て
、
こ

の
理
論
が
内
包
す
る
概
念
上
、
方
法
上
の
問
題
点
を
整
理
し
、
地
域

発
展
の
予
測
の
た
め
に
は
、
地
域
間
投
入
産
出
分
析
に
代
替
さ
る

べ
き
こ
と
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
に
紹
介
す
る
フ
ォ
ウ
ツ

（
菊
．
ぐ
く
．
℃
臨
O
犀
け
ω
）
・
ハ
リ
ス
（
b
ご
幽
間
震
芭
・
テ
ィ
ボ
ー
（
ρ
鍵

8
δ
σ
o
蓉
）
等
の
論
争
や
、
筆
者
が
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
試
み
た
若

干
の
現
実
分
析
を
通
じ
て
、
予
測
的
効
用
を
過
大
視
し
な
い
限
り
、

経
済
的
基
盤
説
は
都
市
の
入
口
変
動
を
ミ
ク
ロ
に
分
析
す
る
上
で
な

お
有
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
。

二

　
経
済
的
基
盤
説
の
問
題
点
を
最
も
包
括
的
に
整
理
し
た
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
ス
の
論
考
を
は
じ
め
、
ブ
ル
ー
メ
ン
フ
ェ
ル
ト
（
譲
・
膨
貯
讐
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

蕊
①
江
）
に
代
表
さ
れ
る
否
定
的
批
判
も
、
実
証
的
な
デ
ー
タ
ー
に
基

づ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
理
論
の
可
否
を
は
じ
め
て
実
証

的
に
テ
ス
ト
し
た
の
は
ノ
…
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
の
フ
ォ
ウ
ツ
と
い
わ
れ
る
。
一
九
五
七
年
に
フ
ォ
ウ
ツ
は
「
B
活

動
（
切
野
馳
》
o
江
く
搾
蜜
）
の
成
長
が
人
口
増
加
の
原
因
と
な
る
」
と

い
う
経
済
的
基
盤
説
を
検
討
す
る
た
め
つ
ぎ
の
テ
ス
ト
を
試
み
た
の

　
　
⑬

で
あ
る
。
B
活
動
に
対
す
る
聾
活
動
（
翅
○
重
器
8
》
o
試
言
身
）
の
比

率
－
N
百
比
率
（
切
霧
一
？
窯
8
σ
器
ぎ
菊
ρ
怠
。
霞
迷
霧
一
？
ω
壁
書
8

　
　
　
⑭

男
9
鉱
。
）
を
、
合
衆
国
の
二
八
の
都
市
（
人
q
一
〇
万
～
三
〇
万
）

に
つ
い
て
、
一
九
四
〇
年
と
一
九
五
〇
年
の
爾
年
に
関
し
て
計
算
し
、

両
年
度
の
…
数
値
の
差
（
一
〇
年
閾
の
変
動
値
）
と
そ
の
間
の
人
口
変

111 （429）



化
率
と
の
相
関
関
係
を
求
め
た
。
つ
ま
り
経
済
的
基
盤
説
が
正
b
け

れ
ば
、
繕
事
の
B
活
動
の
割
合
が
一
〇
年
間
に
増
大
し
て
い
る
場
合

人
口
も
増
加
も
て
い
る
し
、
B
活
動
の
割
合
が
低
下
し
て
い
れ
ば
人

口
も
減
少
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
N
百
比
率
の
変
化
量
と
人
口
変

化
率
と
は
逆
相
関
す
る
と
考
え
た
。
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
二
八
都
市

の
う
ち
九
都
市
に
お
い
て
N
…
置
比
率
が
減
少
し
て
入
口
は
増
加
し

て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
場
合
は
経
済
的
基
盤
説
を
支
持
す
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
一
八
都
市
で
は
N
百
比
率
が
増
大
し
人
口
も
増
加
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
基
盤
説
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
二
八
都
市
を
多
角
約
都
市
（
小
売
業
従
業
者
が
工
業
従
業
者
よ
り

多
い
都
市
）
　
一
〇
と
工
業
都
市
一
八
に
二
分
し
、
両
グ
ル
ー
プ
に
つ

い
て
同
様
の
梢
関
係
数
を
求
め
る
と
、
多
角
的
都
市
は
0
・
四
七
六

七
、
工
業
都
市
は
○
・
六
二
九
四
、
二
八
都
市
全
体
で
は
○
・
三
二

八
九
と
い
う
結
果
を
得
た
。
い
ず
れ
も
正
相
関
で
あ
り
、
し
か
も
最

大
の
B
活
動
比
率
を
も
つ
工
業
都
市
に
お
い
て
正
の
相
関
飽
が
一
番

大
き
い
こ
と
は
、
特
に
経
済
的
基
盤
説
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
フ

ォ
ウ
ッ
は
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
得
ら
れ
た
相
関
係
数
の
有
意
性
検
定

の
結
果
，
多
角
的
都
市
に
と
っ
て
は
N
…
8
比
率
は
人
口
変
動
に
無
関

係
、
工
業
都
甫
の
場
合
は
む
し
ろ
N
活
動
が
人
口
成
長
を
惹
起
し
て

お
り
、
都
市
全
体
の
場
合
も
サ
ー
ビ
ス
産
業
（
N
活
動
）
が
人
口
変

動
を
伴
っ
て
い
る
と
結
論
す
る
。
フ
ォ
ウ
ッ
は
こ
う
し
た
経
済
的
基

盤
説
に
矛
盾
す
る
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
基
盤
説
が
輸
出
に
力
点
を
お

き
す
ぎ
、
輸
入
と
貯
蓄
と
い
う
地
域
発
展
に
関
連
す
る
他
の
二
要
素

を
な
お
ざ
り
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
と
断
定
し
た
。

三

　
フ
ォ
ウ
ッ
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
翌
年
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学

の
ハ
リ
ス
（
こ
d
．
麟
背
革
ω
）
は
、
　
そ
の
論
文
の
経
済
的
基
盤
説
の
叙

述
そ
の
も
の
が
不
正
確
で
あ
り
、
行
わ
れ
た
テ
ス
ト
お
よ
び
デ
ー
タ

ー
も
明
ら
か
に
不
適
切
で
、
結
論
が
黒
ま
っ
て
い
る
と
厳
し
く
批
判

　
⑮

し
た
。
フ
ォ
ウ
ツ
は
「
B
活
動
の
増
加
が
人
口
の
成
長
を
ひ
き
お
こ

す
」
と
い
う
点
を
テ
ス
ト
し
ょ
う
と
し
な
が
ら
、
B
活
動
の
絶
対
的

増
加
の
代
り
に
B
活
動
の
比
率
を
用
い
、
B
活
動
の
高
い
構
成
率
が

高
い
人
矯
成
長
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
意
味
す
る
こ
と
を
実
証
し
よ
う

と
し
て
い
る
と
。
人
口
又
は
雇
用
の
絶
対
数
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
ー

は
示
さ
れ
ず
、
比
率
・
係
数
、
そ
の
変
化
を
見
せ
ら
れ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ハ
リ
ス
は
、
経
済
的
基
盤
説
の

中
心
論
点
億
N
一
B
比
率
が
一
定
で
あ
る
こ
と
だ
と
す
る
。
此
率
が

H2　（43e）
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一
定
に
保
た
れ
て
こ
そ
、
B
活
動
の
増
加
が
N
活
動
及
び
人
口
の
増

伽
を
ひ
き
お
こ
す
可
能
性
を
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
フ
ォ

ウ
ツ
の
デ
ー
タ
ー
の
不
適
格
性
に
つ
い
て
は
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
。

第
一
に
一
九
五
〇
年
と
四
〇
年
の
産
業
分
類
が
異
な
り
、
五
〇
年
の

方
が
ず
っ
と
詳
細
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
地
域
の
特
性
が
大
き
く
な

り
（
分
類
が
大
ま
か
な
場
合
、
内
部
で
過
不
足
が
稲
互
に
相
殺
さ
れ

特
性
が
明
瞭
に
現
わ
れ
な
い
）
、
8
活
動
量
が
大
と
な
る
か
ら
N
百

比
率
は
低
く
表
わ
れ
る
。
第
二
に
N
百
比
率
が
都
市
に
関
し
て
計

測
さ
れ
て
い
る
が
、
セ
ン
サ
ス
で
は
属
人
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る

た
め
、
実
際
の
活
動
地
の
貴
が
十
分
表
現
さ
れ
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
特
に
急
遮
に
発
展
し
て
い
る
都
市
の
場
念
に
は
、
属
地
主
義

に
よ
る
N
　
B
比
率
と
の
差
は
大
き
く
な
る
。
第
三
に
す
べ
て
の
デ

ー
タ
ー
が
十
分
に
提
供
さ
れ
た
と
し
て
も
、
比
率
の
系
統
的
変
化
を

結
論
す
る
に
は
と
り
あ
げ
ら
れ
た
都
市
規
模
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
小

さ
す
ぎ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
批
判
の
の
ち
、
ハ
リ
ス
は
膚
か
ら
の
テ
ス
ト
を
提

示
し
た
。
フ
ォ
ウ
ッ
と
同
様
　
九
四
〇
年
と
一
九
五
〇
年
の
セ
ン
サ

ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
両
セ
ン
サ
ス
の
産
業
分
類
を
統
合
し
、
六
七

の
S
M
A
（
Q
。
け
竃
母
㌶
鼠
簿
8
も
◎
澤
§
》
＄
帥
）
に
つ
い
て
、
両
年

次
の
羅
用
数
・
陣
鉦
係
数
（
O
o
Φ
臨
9
①
暮
。
｛
ω
唱
①
9
ρ
臨
N
暮
δ
⇔
）
・

乗
数
（
－
N
一
B
＋
一
）
・
雇
用
数
と
乗
数
の
変
化
率
な
ど
を
表
示
し

た
。
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
結
論
は
次
の
と
う
り
で
あ
る
。
　
（
一
）
六

七
の
S
M
A
の
う
ち
一
九
四
〇
年
に
比
べ
て
一
九
五
〇
年
の
乗
数
が

小
さ
く
な
っ
た
の
は
わ
ず
か
九
つ
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
フ
ォ
ウ
ツ

の
計
箪
で
は
、
先
に
の
べ
た
両
年
度
の
産
業
分
類
の
ち
が
い
に
よ
り
、

　
九
五
〇
年
の
万
化
係
数
が
大
き
く
計
算
さ
れ
す
ぎ
、
従
っ
て
B
活

動
の
比
率
が
過
大
に
評
言
さ
れ
、
比
較
的
多
く
の
都
市
（
二
八
都
市

中
九
都
市
）
の
乗
数
が
低
下
し
た
。
　
（
二
）
四
つ
の
S
M
A
の
場
合

だ
け
乗
数
の
変
化
が
一
・
O
O
を
越
え
て
い
る
。
フ
ォ
ウ
ツ
の
デ
ー

タ
ー
で
両
年
次
の
比
率
が
大
幅
に
変
化
し
て
い
る
の
は
、
S
M
A
を

地
域
単
位
と
せ
ず
属
地
主
義
と
属
人
主
義
の
垂
離
が
大
き
い
都
市
域

を
と
り
あ
げ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
　
（
三
）
両
年
次
の
乗
数
の
増

加
率
と
雇
用
数
の
増
加
率
と
の
胡
関
度
は
非
常
に
低
く
し
か
も
マ
イ

ナ
ス
で
あ
る
か
ら
（
畦
難
一
ρ
H
8
＞
、
フ
ォ
ゥ
ッ
の
結
論
と
は
全
く
対

立
す
る
。
　
（
　
匹
）
雇
用
数
と
特
化
係
数
と
の
桐
関
関
係
は
逆
相
関
だ

が
極
め
て
低
い
（
一
九
四
〇
年
噛
一
－
ρ
這
。
。
二
九
五
〇
年
壇
－
一
i
P
Q
。
ミ
）
。

つ
ま
り
大
都
市
ほ
ど
特
殊
性
が
小
さ
く
な
る
と
考
え
て
よ
い
（
従
っ

て
特
化
係
数
を
用
い
て
箪
出
さ
れ
る
B
活
動
の
比
率
は
下
り
、
N
百
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比
率
は
増
大
す
る
。
　
（
五
）
両
年
次
の
特
化
係
数
は
強
く
相
関
し
て

い
る
（
下
之
O
・
。
。
①
①
）
。
　
こ
れ
こ
そ
経
済
的
基
盤
説
に
つ
い
て
の
最
も
直

接
的
な
テ
ス
ト
で
あ
り
、
フ
ォ
ウ
ッ
の
否
定
的
結
論
を
よ
り
深
い
論

拠
を
も
っ
て
反
駁
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
九
五
〇
年
の
黒
化

係
数
は
一
九
四
〇
年
の
特
化
係
数
に
よ
っ
て
だ
い
た
い
決
定
さ
れ
る

わ
け
で
（
ρ
。
ー
ー
O
・
0
8
＋
ρ
Φ
壼
ρ
。
）
、
基
盤
説
の
真
髄
で
あ
る
董
B

比
率
一
定
の
仮
定
が
、
こ
れ
に
よ
り
あ
る
程
度
確
認
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
要
す
る
に
ハ
リ
ス
は
、
経
済
的
基
盤
説
の
最
も
璽
要
な
点
は

B
活
動
の
誘
発
効
果
を
N
百
（
或
い
は
N
｝
B
十
一
）
と
い
う
乗
…
数

で
与
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
解
し
、
璽
B
が
長
期
的
に
安
定
し
て
い

る
こ
と
が
検
証
さ
れ
れ
ば
、
基
盤
説
の
有
効
性
は
明
ら
か
に
な
っ
た

と
す
る
の
で
あ
る
。

四

　
ハ
リ
ス
の
批
判
を
掲
載
し
た
じ
9
巳
図
o
o
8
琶
甘
ω
誌
は
、
同
時

に
フ
ォ
ウ
ツ
虜
身
に
よ
る
反
論
と
、
両
者
の
論
争
に
対
す
る
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
テ
ィ
ボ
ー
（
○
．
寓
．
日
一
①
ぴ
O
鄭
げ
）
の
コ
メ
ン
ト
を

収
録
し
た
。
　
フ
ォ
ウ
ツ
は
ハ
リ
ス
自
身
の
デ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
も

N
一
B
比
率
は
ハ
リ
ス
が
主
張
す
る
ほ
ど
安
定
し
て
い
な
い
と
反
論

し
、
ヘ
イ
ル
ブ
ラ
ウ
ン
（
い
踏
①
出
び
鶏
膨
）
も
ぞ
う
し
た
見
方
に
同
調

　
　
　
⑯

し
て
い
る
。
第
三
者
と
し
て
の
テ
ィ
ボ
ー
は
、
フ
ォ
ウ
ツ
と
ハ
リ
ス

の
論
争
が
十
分
か
み
合
っ
て
い
な
い
こ
と
一
1
例
え
ば
誉
者
は
経
済

的
基
盤
説
を
愚
女
に
解
釈
し
て
お
り
共
通
の
も
の
を
テ
ス
｝
し
て
い

な
い
一
、
両
者
の
テ
ス
ト
を
通
じ
て
N
葺
比
率
を
と
ら
え
る
時

点
に
も
隠
題
が
あ
る
こ
と
、
ハ
リ
ス
の
テ
ス
ト
に
も
欠
陥
が
あ
る
こ

と
一
i
例
え
ば
特
化
係
数
か
ら
B
比
率
を
計
算
す
る
方
法
は
B
活
動

を
過
小
無
し
R
活
動
を
過
大
視
す
る
傾
向
を
も
つ
ー
ー
な
ど
を
指
摘

し
て
の
ち
、
フ
ォ
ウ
ツ
の
テ
ス
ト
の
長
所
と
短
所
を
分
別
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

N
百
比
率
と
人
口
増
減
の
関
係
を
た
く
み
に
整
理
し
て
み
せ
た
。
い

ま
そ
れ
を
筆
奢
な
り
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
次
の
四
つ
を
仮
定
す
る
。
　
（
一
）
B
港
動
の
盤
は
地
域

（
都
市
）
の
経
済
的
シ
ス
テ
ム
以
外
の
力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
外
生
的
に
変
化
す
る
。
N
活
動
の
蚤
は
あ
る
時
間
的
な
ず
れ

を
も
ち
な
が
ら
変
化
し
B
活
動
の
レ
ベ
ル
に
適
合
す
る
、
　
（
二
）
真

の
N
百
比
率
（
．
．
貯
露
③
．
、
ω
＼
8
）
が
各
都
市
に
存
在
し
比
較
的
安
定

し
て
い
る
、
　
（
三
）
大
き
な
都
市
ほ
ど
高
い
N
一
B
比
率
を
も
つ
（
第

一
図
の
呼
線
が
右
上
り
）
、
（
四
）
真
の
N
一
B
比
率
を
示
す
直
線
（
鉾
器

は
器
）
上
に
位
置
し
な
い
都
市
は
ま
だ
経
済
変
動
に
適
応
す
る
に
十
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第一一
“’窒窒浮?”　Nf　B（SfT＞

5

2

！

4
3

N／B

S／T）

　　　　　　　　Employment

C．M．　Tieboutによる

分
な
時
間
を
経
て
い
な
い
と
考
え

る
。
従
っ
て
い
ず
れ
そ
の
直
線
上

に
位
略
す
る
よ
う
に
活
動
諸
量

（
B
活
動
や
N
活
動
）
が
調
整
さ

れ
る
。
右
の
仮
定
は
第
一
図
の
と

お
り
と
な
り
、
こ
の
図
か
ら
N
百

比
率
の
変
化
と
人
口
変
動
と
の
関

連
が
次
の
六
つ
の
場
合
に
整
理
さ

れ
る
。　

　
〈
人
口
増
頁
の
場
合
〉

　
㈲
　
①
↓
④
　
例
え
ば
工
場
が

新
設
さ
れ
た
場
合
8
活
動
は
増
加

し
、
貰
活
動
は
稲
対
的
に
不
足
す

る
か
ら
N
百
比
率
は
低
下
す
る
。

し
か
し
擁
用
数
は
新
設
さ
れ
た
8

活
動
分
だ
け
増
加
す
る
か
ら
、
矢
印
の
如
く
①
か
ら
④
へ
と
右
下
り
に
移

動
す
る
。
こ
の
場
合
は
さ
き
の
仮
定
（
一
）
．
（
四
）
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ

N
活
動
が
増
加
し
て
⑤
に
向
う
発
展
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ
て
い
る
。

　
働
　
④
専
⑤
　
A
に
続
い
て
生
ず
る
ケ
～
ス
で
、
絹
対
的
に
過
剰
な
B

活
動
に
釘
応
す
べ
く
、
N
活
動
も
増
加
す
る
か
ら
、
N
葦
比
率
は
④
点
よ

り
上
昇
し
⑤
に
向
う
。
⑤
に
達
す
れ
ば
発
展
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
消
滅
す

る
。
N
活
動
の
増
掬
分
だ
け
雇
絹
数
も
増
大
す
る
か
ら
、
矢
印
は
右
上
り

と
な
る
。

　
⑥
　
①
毒
④
↓
⑤
　
A
と
B
が
連
続
的
に
生
じ
た
場
合
で
、
雇
用
数
は

B
活
動
の
増
加
と
そ
れ
に
伴
う
N
活
動
の
増
加
の
和
だ
け
増
大
し
、
N
百

比
率
は
さ
き
の
仮
定
（
三
）
に
よ
り
雇
用
数
（
入
口
）
が
増
加
し
た
分
だ

け
上
昇
し
て
い
る
。

　
〈
人
口
減
少
の
場
合
〉

　
◎
　
①
↓
②
　
例
え
ば
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
で
、
B
活
鋤

は
減
少
し
N
活
動
は
時
間
的
ず
れ
に
よ
っ
て
租
対
的
に
過
剰
と
な
る
か
ら

醤
一
B
比
率
は
上
昇
す
る
。
雇
用
数
は
8
活
動
の
減
少
分
だ
け
減
少
す
る
か

ら
、
矢
印
の
如
く
①
か
ら
③
へ
と
左
上
り
に
移
動
す
る
。
い
ず
れ
③
に
向

う
過
渡
的
な
時
点
で
あ
る
。

　
働
　
②
↓
③
　
D
を
前
程
と
し
て
生
ず
る
ケ
ー
ス
で
、
相
対
的
に
過
剰

な
N
活
動
は
B
活
動
の
水
準
ま
で
減
少
す
る
か
ら
N
百
比
率
は
⑧
か
ら

下
降
し
て
③
に
向
う
。
雇
用
量
は
②
に
比
べ
N
活
動
の
減
少
分
だ
け
少
な

く
な
り
、
③
に
達
す
れ
ば
雇
用
数
（
人
口
）
の
減
少
は
縛
止
す
る
。

　
働
　
①
専
②
↓
③
　
D
と
E
が
連
続
的
に
生
じ
た
場
合
で
、
B
活
動
の

減
少
と
そ
れ
に
促
が
さ
れ
て
生
じ
た
螢
渚
動
の
減
少
の
和
だ
け
引
用
数
は
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減
少
し
、
N
百
比
率
は
さ
き
の
仮
定

減
じ
た
分
だ
け
低
下
し
て
い
る
。

（
三
）
に
よ
り
羅
記
数
（
人
口
）
が

　
右
の
六
つ
の
ケ
ー
ス
を
N
百
比
率
の
増
減
と
い
う
観
点
か
ら
整

理
し
な
お
す
と
、
〈
N
一
B
比
率
が
増
撫
〉
に
対
し
て
人
口
が
増
加
す

る
場
合
（
B
）
・
（
C
）
と
減
少
す
る
場
合
（
D
）
の
両
者
が
あ
り
、

〈
N
一
B
比
率
が
減
少
〉
に
対
し
て
も
人
口
が
増
写
す
る
場
合
（
A
）

と
減
少
す
る
場
合
（
E
）
・
（
F
）
が
含
ま
れ
る
。
従
っ
て
計
測
の
時

点
に
よ
っ
て
は
、
　
N
誘
比
率
の
変
化
と
人
口
変
動
が
正
枳
関
を
示

す
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
逆
相
関
を
示
す
こ
と
も
あ
り
得
る
わ
け
で
、

さ
き
に
み
た
フ
ォ
ウ
ツ
の
テ
ス
ト
の
み
か
ら
は
、
経
済
的
基
盤
説
の

正
否
を
判
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。

　
以
上
が
テ
ィ
ボ
ー
論
文
の
要
旨
で
あ
る
。
若
し
こ
う
し
た
モ
デ
ル

が
実
在
す
る
な
ら
ば
、
都
市
の
人
口
変
動
の
仕
組
は
か
な
り
明
瞭
と

な
る
の
で
あ
る
が
、
テ
ィ
ボ
ー
自
身
は
具
体
的
デ
ー
タ
ー
に
よ
る
モ

デ
ル
の
検
証
を
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
モ
デ
ル
の
有
効
性
を
裏
づ
け

る
た
め
に
は
、
は
じ
め
に
設
け
た
仮
定
（
一
蹴
民
謡
）
が
適
切
な
も
の

で
あ
る
か
ど
う
か
を
吟
味
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
仮
定

（一

j
に
対
し
て
は
N
活
動
が
独
立
的
に
変
動
す
る
こ
と
が
な
い
か
ど

う
か
、
仮
定
（
二
）
・
（
三
）
に
対
し
て
は
第
一
図
に
み
た
右
上
り
の

直
線
（
簿
器
凱
器
）
が
現
実
に
得
ら
れ
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
っ
た

こ
と
な
ど
が
確
か
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

五

　
N
「
B
比
吻
梁
の
変
動
の
報
町
営
圏
や
鉱
脈
巾
に
よ
る
パ
リ
エ
ー
シ
報
ン

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
の
べ
た
柔
う
に
具
体
的
な
検
証
を
欠
く
観
念

的
な
も
の
で
は
あ
る
が
多
く
の
論
議
が
な
さ
れ
て
来
た
。
そ
の
中
で

最
も
分
析
的
で
あ
り
か
つ
総
括
的
な
の
は
ア
ソ
ド
リ
ュ
ー
ス
（
甥
「
φ

諺
⇔
鍵
①
≦
ω
）
に
よ
る
一
連
の
労
作
で
あ
る
。
彼
は
一
九
五
三
年
か
ら

五
五
年
に
わ
た
る
～
一
の
論
文
の
う
ち
最
後
の
三
つ
を
、
　
N
豆
比

率
の
変
動
論
に
割
り
当
て
、
終
局
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
へ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

段
階
と
し
て
の
論
理
紛
考
察
を
試
み
た
。
筆
者
に
よ
る
実
証
例
を
の

べ
る
に
先
立
ち
、
ア
ソ
ド
リ
ュ
ー
ス
の
論
点
を
整
理
し
て
お
く
こ
と

が
適
切
で
あ
ろ
う
。

　
ア
ン
ド
リ
ュ
…
ス
は
経
済
的
基
盤
説
に
お
け
る
B
比
率
（
切
器
①

労
銭
跡
の
変
動
に
関
す
る
重
要
な
仮
説
は
、
「
B
活
動
の
変
動
が
長

期
的
に
み
て
B
比
率
の
諸
要
素
の
比
例
的
変
化
を
慮
動
的
に
ひ
き
お

こ
し
、
一
時
的
に
は
諸
要
素
問
の
関
係
に
乱
れ
が
生
じ
て
も
、
終
局

的
に
は
も
と
の
平
衡
状
態
に
立
ち
返
る
」
、
と
し
て
い
る
こ
と
と
規
定
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す
る
。
そ
し
て
ま
ず
B
活
動
（
従
っ
て
N
｝
B
比
率
）
を
変
動
せ
し
め

る
地
域
内
外
に
わ
た
る
諸
要
因
を
列
挙
し
、
つ
い
で
B
活
動
の
変
動

に
対
し
て
N
活
動
・
総
従
業
者
数
鷲
・
総
人
目
費
な
ど
が
い
か
に
変

動
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
か
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
り
右
の
仮

説
の
当
否
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
〈
B
活
動
及
び
亙
B
比
率
変
動
の
外
部
的
要
因
＞

　
　
e
　
国
民
経
済
の
循
環
　
B
活
動
に
影
響
し
従
っ
て
旦
N
三
州
を
変

　
動
せ
し
め
る
外
部
的
要
因
の
う
ち
最
も
一
般
的
な
の
は
国
民
経
済
の
循
環

　
で
あ
る
。
例
え
ば
爵
久
消
費
財
産
業
は
網
対
的
に
好
・
不
況
に
よ
り
変
動

　
し
ゃ
す
く
、
消
費
財
産
業
は
比
較
的
安
定
性
が
強
い
か
ら
、
地
域
の
産
業

　
構
成
が
右
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
い
ず
れ
に
特
化
し
て
い
る
か
で
、
」
岡
民
経
済

　
の
変
化
の
影
響
は
異
な
っ
て
く
る
。
ま
た
産
業
の
分
散
化
を
伴
う
圏
防
政

　
策
の
影
響
な
ど
も
、
地
域
の
産
業
構
成
に
よ
っ
て
相
違
す
る
。

　
　
⇔
　
地
域
経
済
の
循
燦
　
地
域
経
済
は
国
民
経
済
と
独
立
的
に
変
動
す

　
る
性
格
を
も
ち
、
地
域
経
済
後
退
の
場
含
は
、
実
質
的
に
地
域
外
へ
の
企

　
業
の
移
動
が
促
進
さ
れ
る
か
ら
、
国
民
経
済
の
場
合
よ
り
も
地
域
に
及
ぼ

　
さ
れ
る
影
響
は
直
接
的
で
強
い
。
ま
た
地
域
経
済
の
場
合
は
、
リ
ク
リ
エ

　
ー
シ
ョ
ソ
産
業
や
渠
樹
・
野
菜
栽
培
に
鹸
化
し
た
地
域
に
お
い
て
、
季
節

　
的
循
環
が
現
わ
れ
る
。

　
　
⇔
．
産
業
立
地
条
件
の
変
化
　
市
場
・
原
材
料
・
輸
送
路
（
網
）
な
ど

の
変
化
。
産
業
の
市
場
指
向
性
・
原
料
指
陶
性
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
さ

れ
る
度
含
は
こ
と
な
る
。

㈲
技
術
的
・
零
度
的
変
革
自
動
車
・
飛
行
機
・
冷
凍
機
・
ラ
ジ

オ
ニ
ア
レ
ビ
な
ど
の
出
現
、
月
賦
販
亮
制
度
の
普
及
、
失
業
保
険
制
度
の

制
定
、
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
広
告
の
発
達
な
ど
。

　
綱
　
長
期
的
な
社
会
の
変
化
　
社
会
全
体
の
産
業
構
成
が
第
二
次
産
業

か
ら
第
三
次
産
業
へ
比
重
を
移
し
て
い
っ
た
り
、
家
族
の
規
模
・
労
働
年

限
・
結
婚
年
令
・
人
口
の
年
令
別
構
成
・
田
生
率
、
労
働
に
お
け
る
婦
人

の
地
位
な
ど
が
変
化
す
る
こ
と
。

　
〈
B
活
動
及
び
N
吾
比
率
変
動
の
内
部
的
要
因
＞

　
e
　
長
期
的
変
化
　
地
息
経
済
の
中
心
が
第
二
次
産
業
か
ら
第
三
次
産

業
に
移
行
す
る
の
は
、
単
に
七
彩
経
済
の
長
期
的
傾
向
の
反
映
だ
け
で
な

く
、
地
域
臼
体
の
独
立
的
傾
向
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
地
域
経
済
の
成
熟

（H

A
勢
州
段
戦
①
）
や
拡
大
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

　
⇔
　
産
業
立
地
条
件
の
変
化
　
B
活
動
が
地
域
内
部
の
原
料
を
指
向
し

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
供
給
の
膨
張
・
減
少
・
消
耗
は
活
動
に
大
き
く
影

響
す
る
。
土
地
価
格
、
電
力
や
水
の
供
給
と
コ
ス
ト
・
圃
定
資
産
税
率
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
量
と
質
・
勝
働
力
の
量
と
質
・
労
働
賃
金
．
労
働
組
合

の
組
織
力
等
々
も
複
合
的
に
作
矯
す
る
。
し
か
も
各
因
子
は
他
地
域
と
の

競
合
に
よ
っ
て
相
対
的
に
そ
の
意
義
を
変
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
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鶴
　
企
業
の
生
産
政
策
の
変
更
　
生
産
吊
羅
の
変
更
・
立
地
移
心
の
決

　
定
・
機
械
化
に
よ
る
労
働
力
の
遡
減
・
地
域
外
下
請
へ
の
依
存
強
化
な
ど

　
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
㈱
　
地
方
的
な
革
新
　
特
に
機
械
的
発
明

　
右
の
説
明
に
続
い
て
変
勤
論
の
第
二
部
と
第
三
部
で
は
B
活
動
の

変
化
と
B
比
率
諸
要
素
と
の
関
連
が
考
察
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
先
立

ち
経
済
的
基
盤
説
が
設
定
し
て
い
る
諸
要
素
聞
の
通
常
の
関
係
を
左

の
通
り
説
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箆
二
段
階
（
短
期
）
　
薦
三
段
階
（
長
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
〇
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
〇
〇
　
　
　
二
、
四
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
○
○
○
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
、
八
○
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
二
〇
〇
・

す
な
わ
ち
B
活
動
を
変
動
の
起
点
と
し
、

・・T・・司

一
四ニー一

A　　　　、　　　　、　　　　、

宦宦宦宦
○○○�

段
墜

○○○�
人人人�
�

期
的
に
は
B
と
N
・

・
狸
と
の
関
係
が
乱
れ
て
も
、
長
期
的
に
は
諸
要
素
の
連
動
に
よ

て
元
の
比
例
関
係
が
維
持
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
彫
工
段
階
は
さ

の
テ
ィ
ボ
ー
の
モ
デ
ル
（
第
一
図
）
の
第
四
点
に
配
当
す
る
。
　
ま

B
が
減
少
す
る
場
合
は
、
各
要
素
が
右
と
逆
の
方
向
に
変
化
す
る

考
え
れ
ば
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
ノ
ー
マ
ル
な
変
動
関
係
か
ら
は
ず

る
諸
ケ
ー
ス
を
整
理
し
た
の
が
ア
ソ
ド
リ
ュ
ー
ス
論
文
の
核
心
で

る
。

B
の
携
と
N
血
壺
と
の
関
係
〉

N
轟
が
対
応
約
増
加
を
示
さ
な
い
場
合
B
の
増
加
が
地
域
の

業
潜
や
非
就
業
者
の
薩
矯
に
よ
そ
生
じ
た
場
合
四
に
は
影
響
し
な
い
。

加
し
た
B
の
貯
蓄
性
向
が
極
め
て
強
か
っ
た
り
、
域
外
消
費
を
行
う
場

、
あ
る
い
は
従
来
の
N
に
生
産
余
力
が
あ
る
場
合
な
ど
は
N
は
必
ず
し

増
加
し
な
い
。

働
N
が
N
百
比
率
を
こ
え
て
過
大
に
増
加
す
る
場
合
特
に
B
の

加
が
急
激
で
そ
の
限
度
が
不
明
な
場
含
量
は
期
待
値
に
よ
っ
て
過
大
に

張
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
終
局
的
に
は
手
手
を
通
じ
て
さ
き
の

三
段
階
へ
移
行
す
る
。

⑨
　
N
や
狸
を
減
少
さ
せ
る
場
合
　
B
の
増
禰
が
質
酌
変
化
を
伴
う
場

で
、
例
え
ば
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
座
業
が
軍
需
産
業
に
変
っ
た
場
合
、

の
減
少
す
ら
生
じ
る
。
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
は
、
防
衛
二
業
が
増
加

て
も
蕪
は
確
実
に
減
少
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
新
し
い
N
酒
勾

が
串
現
す
る
。

〈
B
の
減
少
と
N
・
寛
・
狸
と
の
関
係
〉

⑨
　
R
に
対
す
る
選
択
的
作
用
　
B
の
減
少
に
敏
感
に
反
応
す
る
の
は

料
・
家
具
・
薬
・
家
庭
用
融
・
畠
動
車
・
建
築
・
各
種
耐
久
贔
な
ど
に

す
る
業
種
で
あ
り
、
公
益
事
業
・
燃
斜
・
食
料
雑
貨
な
ど
の
業
種
は
抵
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抗
力
が
強
い
。
　
一
般
的
に
い
っ
て
、
下
界
や
失
業
保
険
な
ど
が
消
費
水
準

　
や
支
出
を
あ
る
程
度
維
持
す
る
か
ら
、
N
の
滅
少
に
対
す
る
抵
抗
力
は
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
加
の
場
合
よ
り
大
き
い
。

　
　
㈹
　
N
が
変
化
し
な
い
場
合
　
か
な
り
特
殊
で
は
あ
る
が
B
の
減
少
が

　
質
的
変
化
を
伴
っ
て
い
る
場
合
で
、
例
え
ば
低
賃
金
の
原
料
加
工
か
ら
高

　
賃
金
の
販
売
活
動
に
変
化
し
た
と
す
れ
ば
、
騰
用
量
は
減
少
し
て
も
総
所

　
得
（
消
費
力
）
に
変
化
が
な
く
、
N
が
不
変
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
㈹
　
狸
が
変
化
し
な
い
場
合
　
B
の
減
少
に
伴
う
失
業
者
が
地
域
外
へ

　
の
移
動
費
用
に
窮
し
地
域
内
に
滞
留
し
た
り
、
低
所
得
者
が
高
い
出
生
率

　
を
示
す
場
合
。
現
住
地
に
対
す
る
愛
着
心
や
家
屋
の
所
有
も
ま
た
地
域
外

　
へ
の
転
出
を
た
め
ら
わ
せ
、
人
々
は
生
活
程
度
の
低
下
を
余
儀
な
く
さ
れ

　
つ
つ
も
、
B
活
動
の
再
建
や
新
設
を
待
と
う
と
す
る
。
失
業
者
が
域
外
へ

　
の
通
勤
者
に
転
化
し
た
り
、
域
内
の
他
の
B
部
門
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
も

　
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
厳
密
に
は
B
の
減
少
と
は
な
ら
な
い
。

　
　
㈹
　
N
が
増
加
す
る
場
合
　
B
の
減
少
が
質
的
変
化
を
伴
う
場
合
で
、

　
さ
き
の
⑥
　
と
は
逆
に
従
来
の
軍
需
産
業
が
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
産
業
に
変

　
つ
た
場
合
な
ど
。

　
こ
れ
ま
で
は
一
応
B
活
動
を
B
比
率
変
動
の
起
動
力
と
仮
定
し
た

上
で
、
経
済
的
基
盤
説
が
霊
黙
す
る
ノ
ー
マ
ル
な
変
動
関
係
か
ら
は

ず
れ
る
も
の
を
検
討
し
て
来
た
が
、
以
下
で
は
基
盤
説
の
最
も
中
心

点
を
な
す
そ
の
仮
定
に
対
立
す
る
諸
ケ
ー
ス
が
論
じ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
さ
き
の
テ
ィ
ボ
ー
の
仮
定
（
一
）
（
二
三
頁
）
に
対
す
る
検
討
と

も
な
る
。

　
　
　
〈
B
が
不
変
で
N
が
独
立
的
に
緑
園
す
る
場
合
〉

　
　
圓
　
生
産
性
の
向
上
・
企
業
間
の
競
合
・
一
一
運
動
に
よ
る
賃
上
げ
な

　
ど
に
よ
っ
て
住
斑
の
実
質
所
得
が
増
大
し
た
場
合
、
特
に
低
・
中
所
得
老

　
層
の
消
…
費
を
刺
戟
し
て
翼
の
増
．
那
を
招
く
。

　
　
q
の
　
資
本
の
域
内
投
資
　
地
域
発
展
の
初
期
に
は
域
外
に
投
下
さ
れ
て

　
い
た
資
本
が
、
地
域
の
成
長
と
と
も
に
域
内
投
資
に
ふ
り
向
け
ら
れ
、
従

　
来
不
足
し
て
い
た
N
の
充
実
を
計
れ
ば
R
は
増
加
し
辞
書
は
減
少
す
る
。

　
　
①
　
長
期
的
な
変
化
　
文
化
水
準
の
向
上
と
か
地
域
経
済
の
発
展
を
反

　
映
す
る
も
の
で
、
労
働
時
間
の
短
縮
、
一
家
に
お
け
る
稼
働
者
の
増
隙
、

　
特
殊
な
専
門
的
蟹
の
成
立
に
必
要
な
点
ま
で
の
地
域
人
口
の
増
大
と
い
っ

　
た
よ
う
な
社
会
的
変
化
が
N
を
増
加
さ
ぜ
る
。

　
　
〈
B
が
不
変
で
N
が
独
立
的
に
減
少
す
る
場
合
〉

　
　
面
　
特
殊
な
例
で
あ
る
が
、
第
二
次
大
戦
中
ア
メ
リ
カ
の
メ
ン
フ
ィ
ス

　
（
霞
。
旨
噂
ジ
貯
）
で
は
黒
人
の
地
位
が
向
上
し
、
家
事
使
矯
人
と
し
て
の
仕

　
事
を
は
な
れ
た
た
め
N
が
減
少
し
た
。

　
　
α
の
　
N
の
地
域
間
競
禽
　
地
域
内
の
消
費
者
が
域
外
の
中
心
地
に
吸
収

　
さ
れ
る
よ
う
な
揚
合
（
衛
星
都
市
な
ど
で
は
多
く
み
ら
れ
る
）
N
は
減
少
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第　二　止
す
る
。

　
㈱
　
販
売
技
術
の
変
化
　
小
経
営
の
合
併
に
よ
る
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
店

の
普
及
は
N
部
門
の
生
産
性
の
向
上
と
な
り
、
N
人
目
は
減
少
す
る
。

　
〈
B
が
不
変
で
罠
・
狸
が
独
立
的
に
変
化
す
る
場
合
V

　
⑯
　
中
心
都
市
の
8
従
豪
者
が
衛
星
都
市
へ
住
居
を
移
せ
ば
、
中
心
都

“Ttiue”　N／　B

4

5
1

3

2

Employment

N／B

　
市
の
B
は
不
変
で
も
狸
は
減
少
す

　
る
。

　
　
⑥
　
長
期
の
社
会
的
変
化
　
繊

　
生
率
の
変
動
魯
を
変
え
る
し
、

　
地
域
発
展
の
初
期
に
は
B
轟
に

　
対
す
る
四
の
比
率
は
小
さ
い
が

　
　
（
例
え
ば
開
拓
地
に
は
若
・
壮
年

　
者
や
独
身
者
が
多
い
）
次
第
に
㎜

　
は
増
加
す
る
。
女
子
就
労
率
や
就

　
学
率
の
変
化
も
犯
と
㎜
の
関
係
を

　
変
え
る
。

　
ア
ソ
ド
リ
ュ
ー
ス
が
右
に
指
摘

し
た
よ
う
な
N
の
独
立
的
変
動
が

現
実
的
に
生
じ
る
と
す
れ
ば
、
テ

ィ
ボ
ー
の
仮
定
（
一
）
は
く
ず
れ
、

第
一
図
に
薄
し
て
第
一
一
図
の
よ
う
な
B
活
動
・
賛
活
動
お
よ
び
豊
B

比
率
の
変
動
関
係
の
想
定
も
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
論
理
的
考
察
を

徹
底
さ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
一
括
し
て
と
り
扱
っ
て
き
た
B
活

動
（
或
い
は
N
活
動
）
内
部
の
各
産
業
梢
互
の
連
関
分
析
に
ま
で
立

ち
い
た
ら
ね
民
な
ら
な
い
。
地
域
の
B
活
動
相
互
や
N
活
動
桐
互
に

は
明
ら
か
に
補
完
的
関
係
や
下
請
関
係
な
ど
が
存
在
す
る
の
で
あ
る

か
ら
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
多
く
の
人
々
が
指
摘
す
る
よ
う
に
経
済

的
基
盤
説
の
限
界
を
越
え
て
お
り
、
産
業
連
関
理
論
に
よ
っ
て
解
明

さ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
経
済
的
基
盤
説
は
あ
く
ま
で
経
験
的

に
帰
納
さ
れ
た
シ
翠
i
ト
カ
ッ
ト
メ
ソ
ー
ド
で
あ
る
か
ら
、
ま
だ
検

討
さ
れ
て
い
な
い
テ
ィ
ボ
ー
の
仮
定
（
二
）
・
（
ヨ
）
を
含
め
て
B
．

N
・
N
菖
比
率
の
現
実
的
な
変
動
形
態
を
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
ー
に

基
づ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ゐtN

　
実
証
的
研
究
に
際
し
て
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
B
活
動
と
N
活
動

を
い
か
な
る
単
位
と
方
法
を
使
っ
て
計
測
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

計
測
単
位
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
（
一
）
収
支
勘
定
、
　
（
二
）
付
加
価

値
額
旧
、
　
（
三
）
生
産
額
、
　
（
四
）
生
産
鳳
里
、
　
（
五
）
砿
衛
与
額
、
　
（
山
ハ
）
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従
業
者
数
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
諸
単
位
の
優
劣
を
判

定
す
る
に
際
し
て
は
、
そ
の
単
位
が
活
動
の
全
て
を
と
ら
え
う
る
か

ど
う
か
、
雇
用
乗
数
と
し
て
従
業
者
の
増
減
を
正
確
に
反
映
す
る
か

ど
う
か
、
資
料
が
現
実
に
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
等
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
　
（
一
）
貨
幣
取
支
は
地
域
の
活
動
を
最
も
包
括
的
に
示
す

が
（
特
に
他
の
単
位
で
は
計
測
で
き
な
い
資
本
輸
繊
を
も
と
ら
え
る
）
、

概
存
の
資
料
が
乏
し
く
、
新
た
に
蒐
集
す
る
た
め
に
は
膨
火
な
費
用

を
要
す
る
欠
点
を
も
つ
。
ま
た
マ
ネ
フ
ロ
ー
と
従
業
者
の
増
減
を
計

算
し
な
お
す
必
要
が
生
ず
る
。
　
（
二
）
付
加
価
値
額
、
　
（
三
）
生
産

額
は
教
育
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
や
投
資
な
ど
生
産
額
が
現
わ
れ
な

い
活
動
を
把
握
で
き
ず
、
ま
た
価
格
変
動
に
よ
っ
て
計
測
僅
が
不
安

定
と
な
る
。
た
だ
工
業
活
動
の
分
析
に
は
生
産
性
も
考
慮
さ
れ
て
有

用
で
あ
る
。
　
（
四
）
生
産
量
は
（
三
）
と
岡
じ
欠
点
を
も
つ
上
、
種

類
に
よ
っ
て
量
的
単
位
が
異
な
る
た
め
統
合
で
き
な
い
欠
点
も
加
わ

る
。
　
（
五
）
給
与
額
は
利
子
・
配
当
金
・
貸
借
料
な
ど
の
不
労
所
得

を
把
握
で
き
な
い
し
、
給
与
額
と
従
業
者
数
と
の
間
に
は
明
ら
か
に

ち
が
い
が
あ
る
。
　
（
六
）
従
業
者
数
は
資
本
の
流
動
や
生
産
性
の
変

動
を
把
握
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
大
多
数
の
活
動
に
関
し
て
最
も
資

料
が
得
や
す
く
、
雇
用
乗
数
と
し
て
直
接
使
用
で
き
る
。
特
に
日
本

の
場
合
は
、
事
業
所
統
計
に
よ
っ
て
属
地
主
義
に
よ
る
産
業
別
人
口

が
正
確
に
把
握
で
き
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
、
“
筆
者
は
昭
和
三
三

年
目
三
五
年
・
三
八
年
の
事
業
所
統
計
を
用
い
、
公
刊
さ
れ
て
い
る

　
　
⑳

報
告
書
に
よ
っ
て
産
業
中
分
類
ま
で
の
従
業
者
数
が
得
ら
れ
る
六
大

都
市
に
つ
い
て
の
計
測
を
試
み
た
。

　
B
活
動
と
N
活
動
を
計
測
す
る
諸
方
法
と
そ
の
長
短
に
つ
い
て
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

者
は
す
で
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
の
報
告
で
は
そ
の
う
ち
大

地
域
的
方
法
（
㌶
帥
O
巴
O
O
O
ω
b
P
一
〇
　
竃
①
睦
げ
○
山
）
を
採
用
し
た
が
、
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

プ
ソ
ソ
等
（
｝
●
　
鍔
ρ
け
げ
出
ρ
　
卿
　
ぐ
く
．
8
げ
O
白
娼
ω
O
⇔
）
に
よ
る
と
、
こ
の

方
法
も
立
地
係
数
（
日
び
①
　
凹
い
O
O
斜
伴
一
〇
5
　
ρ
自
O
梓
一
①
⇔
挫
）
又
は
塩
化
指
数

（
8
げ
①
ぎ
α
①
図
o
h
ビ
O
o
巴
ω
℃
①
○
陣
鮎
旨
僧
賦
○
昌
）
に
よ
る
も
の
と
、
余

剰
指
数
（
8
ぴ
①
営
自
①
×
o
｛
O
Q
舞
も
冨
の
芝
○
蒔
興
ω
）
に
よ
る
も
の
と

に
分
け
ら
れ
る
。
立
地
係
数
法
は

　
ド
　
　
　
ド
　
　
強
C
国
＝
舞
耶
蕪
諄
嬉
㊦
筆
順
唯
一
蝉
。
朗
興

紳
×
。
．
嬉
野
繋
蕪
。
滋
藩
瞭
磐
ρ
脇
ρ

と
い
う
式
で
表
わ
さ
れ
、
係
数
が
一
を
越
え
る
部
分
が
B
活
動
に
該

当
す
る
。
こ
の
式
は
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
（
Q
っ
．
℃
．
螢
。
お
⇔
o
Φ
）
が
産
業

の
地
域
的
分
布
を
示
す
た
め
に
用
い
た
も
の
で
、
B
活
動
の
絶
対
数
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⑳

は
飯
に
係
数
を
乗
じ
で
求
め
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

左
の
式
で
表
わ
さ
れ
る
。

剰
余
指
数
法
は

ω
－
諾
．
．
閃
・
菱
・
「
坤
訂
毒
齢
纒
識
齢
璽
）
。

こ
れ
に
よ
る
と
B
活
動
の
絶
対
数
が
直
接
把
握
で
き
る
の
で
ト
ン
プ

ソ
ン
等
も
こ
の
式
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
も
か
つ
て
ク
リ
ス
タ
ー

ラ
ー
（
名
9
　
轟
O
げ
目
一
ω
什
ρ
一
一
①
肩
）
が
都
市
の
中
心
性
測
定
の
た
め
に
用
い

　
　
　
　
　
㊧

た
式
，
と
同
型
で
は
や
は
り
議
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
ク
リ
ス
タ

ー
ラ
ー
が
い
う
地
域
の
中
心
性
と
は
B
活
動
の
大
き
さ
に
他
な
ら
な

い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
な
お
こ
れ
ら
二
つ
の
式
の
前
程
と
し
て
、
対
象
地
域
の
一
人
当
り

の
消
費
が
指
標
地
域
の
平
均
的
な
一
人
当
り
消
費
に
等
し
い
と
い
う

仮
定
が
あ
る
。
現
実
の
各
地
域
の
一
人
当
り
の
消
費
は
、
地
域
聞
の

趣
向
の
ち
が
い
、
所
得
水
準
や
消
費
性
向
の
差
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
要
撃
［
は
相
互
に
相
殺
し
合

っ
て
、
あ
ま
り
大
き
な
消
費
の
地
域
差
は
生
じ
て
こ
な
い
よ
う
で
あ

⑳る
。
ま
た
二
方
法
を
通
じ
て
産
業
分
類
が
大
ま
か
な
ほ
ど
、
内
部
で

墨
画
と
不
足
が
梢
殺
し
合
う
た
め
B
活
動
が
小
さ
く
現
わ
れ
る
こ
と

は
す
で
に
ハ
リ
ス
が
フ
ォ
ウ
ツ
に
対
す
る
批
判
で
指
摘
し
た
と
う
り

で
あ
る
。
無
考
の
計
測
で
は
原
翔
と
し
て
事
業
所
統
計
の
中
分
類
を

用
い
た
が
、
計
箪
の
簡
略
化
の
た
め
に
代
替
性
の
あ
る
も
の
（
例
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ば
国
有
鉄
道
と
民
営
鉄
道
）
は
一
グ
ル
ー
プ
に
統
合
し
た
（
第
一
表

参
照
）
。

　
筆
者
が
用
い
た
計
算
式
は
余
剥
指
数
法
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
試
み
た
と
同
じ
修
正
を
加
え
た
。
す
な
わ
ち
さ
き
の
式
で
ト
ン
プ

ソ
ン
等
は
軌
・
珪
を
対
象
地
域
及
び
指
標
地
域
の
従
業
者
総
数
と
考

え
た
が
、
産
業
i
を
直
接
需
要
す
る
数
値
に
置
き
換
え
た
方
が
よ
り

正
確
な
B
活
動
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
一
般
食
料
品
小
売

業
の
場
合
は
各
個
人
が
そ
れ
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
銑
・
瓦

は
対
象
地
域
（
六
大
都
市
）
と
指
標
地
域
（
全
国
）
の
総
人
口
と
し

た
。
ま
た
紡
績
業
に
対
す
る
需
要
の
大
小
は
産
業
人
口
全
体
や
総
人

口
よ
り
も
織
物
業
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
、
軌
・
残
は
織
物
業

従
業
者
数
と
し
た
方
が
よ
い
。
各
業
種
に
つ
い
て
何
を
軌
・
瓦
と
す

る
か
は
、
産
業
連
関
表
の
産
禺
先
を
考
慮
し
て
判
定
し
、
そ
の
結
果

を
第
一
表
に
示
し
た
。
指
標
地
域
に
は
す
べ
て
全
国
を
用
い
て
い
る
。

計
舞
の
順
序
と
し
て
は
各
年
度
と
も
、
ま
ず
瑞
瓦
を
計
算
し
（
纂
一

表
に
三
八
年
度
の
数
値
を
示
し
た
）
、
そ
れ
に
軌
を
乗
じ
て
各
都
帯
の
需

要
数
虚
無
（
摩
・
）
黒
め
、
実
姦
と
必
要
響
の
秦
プ
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ラ
ス
の
時
は
そ
れ
を
余
剥
数
1
1
B
活
動
と
し
、
マ
イ
ナ
ス
の
時
は
不

足
数
ロ
域
外
依
存
数
と
し
た
。
実
在
数
と
B
活
動
の
差
が
N
活
動
で

あ
る
か
ら
、
必
要
数
が
実
在
数
を
上
廻
る
場
合
（
つ
ま
り
不
足
数
が

生
じ
る
場
合
）
は
実
在
数
が
全
て
N
活
動
と
見
散
さ
れ
る
。

　
第
一
表
に
掲
げ
た
五
五
業
種
に
つ
い
て
、
右
の
必
要
数
・
不
足

数
・
余
寄
託
（
B
活
動
）
・
聾
活
動
を
箕
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
合
計
し

七

第一表　N／8比率算出のための産業分類と基準

産業分類
1　Et・et　1　Ei／Et

E建
F製
　18食

　19タ

　20繊

　21衣

22木

23家

24パ

　
　
料
パ

設
造

ノレ

25出版印刷
26化　　　学

27石油製品
28ゴ

29皮

3G窯

31鉄

32非鉄金属
33金　　　属

34機　　　械

35電気機器
36三盆　送　機　 妻壁

37精密機器
39そ　の　他

G卸・小売業
4Gi41fap　　　　売

42代　　　理

43各種小売
　44織　　　物

45飲　食　料

　46飲　食　店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
㌢
急
蕊
・
加
・
二
〃
〃
舞
F
〃
加
事
〃
舶

　
　
　
　
　
　
　
　
0
◎
3

業小

ﾆ
口
㎜
コ
轍
鵬
服
材
目
バ
プ
繍
隅
砿
山
…
…
ム
輩
・
業
鋼
属
罵
脚
械
器
…
騨
雑
器
亘

事
！！

人ロ

ク

ク

！1

．0252

4
3
4
0
8
5
1
6
6
0
2
4
7
9
7
7
1
0
7
1
4

1
G
6
4
5
2
2
4
2
4
5
8
8
0
9
7
1
9
2
7
5

1
0
0
0
2
0
3
0
5
0
1
0
4
4
4
6
9
0
2
0
0

0
0
7
0
2
0
0
0
0
0
G
O
O
1
0
0
0
0
0
0
0

　
　
3

，0874　i

．eols

．OO19　1

．0075

．0187　i

．O115
　　11

麟纐i・ボ盛幽
　47自　転　軍

　48家具建具
　49そ　の　他

H金融保険業
1不動産業
J交通々信業
　60・61鉄　　道

　62遺路旅客
　63道路貨物
　64水　　　運

　66倉　　　庫
　67付欝サービス

　98通　　　　信

K電気ガス水道業

Lサービス業
　80宿　　　泊

　81対　飼　人

　83対蛮業所
　84自動葺Σ鯵理

　85その他修理

巌
巌
療
務
育
教
門
利
他

　
　
　
　
　
　
専

　
　
　
　
　
　
一
一
の

　
　
　
　
　
　
の

映
娯
医
法
教
宗
そ
非
そ

6
7
8
9
G
1
2
3
4

8
8
8
8
9
9
9
9
9

！1

！一

11

人口

入ロ

人。

！1

建

！1

！！

ク

人m

人m

人酬

〃
事
・
・
梱
〃
〃
二
〃
〃
〃
〃

．OOO9

．0053

．eogs

．OIOO

．OO19

．oess

．0048

．0146

．eo37

．0022

．oloe

．0057

．0024

，0039

．eog2

．0151

．0056

．oe34

．OOO8

．eo2s

．eo7s

．OOO2

．0125

．OO14

．OO15

．oo2g

．OOO9

21は衣服製造業従業奮

Eは建設業従業春

Fは製造業従業看
33～38は金属から武器製造業までの従業者合計

32～38は非鉄金属から武器製造業までの従業者合計

事は全鐵業所の従業春合計

38武器製造業と65航窒業は除外した
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二表　六大都市のB活動・逗活動・N／B比率

酸懸｛響照癖馬1欝iW／・・｛・／・司・／・琳／・

東　京

32年

R5

R8

　千人
R，179

Rβ91

S，569

　干人
Q，370

Qρ81

R，婆38

千人
R66

R93

R99

　干人
P，175

Pβ03

P，53G

　千人
Q，GO4

Q，588

R，040

　％
P1．5

P0．0

浮V

　％
R7．0

R2．6

R3．4

　％
U3．0

U6．5

U6．5

1．70

P．99

k99

大　阪

32

R5

R8

1，442

P，810

Q，035

1，061

k316

P，462

188

Q09

Q06

568

V03

V79

　873

k107

k256

13．0

P1．6

PG．1

395

R8．8

R8．2

605

U1．1

U1．8

1．54

P．57

k67

名古屋

32

R5

R8

585

V94

X67

453

T83

V31

42

R8

S7

174

Q48

Q83

411

T46

U84

7ユ

S．8

S5

29．6

R1．2

Q9．3

？0．4

U8．8

V0．6

237

Q．20

Q．42

横　浜

32

R5

R8

39G

S76

U08

334

S21

S98

46

U2

W5

102

P17

P44

288

R59

S64

11．8

P3．0

P3．9

36．1

Q4．6

Q3．8

63．9

V5．5

V6．2

2．82

R07

R．21

京　都
@　　　i

32

R5

R8

397

S77

T25

335

S03

S58

47

T8

U2

109

P33

P30

288

R44

R95

1L7

P2．2

P1．9

27．5

Q79

Q4．7

72．5

V2．1

V5．5

2．64

Q．58

R．05

神　戸

32

R5

R8

374

S40

S83

278

R40

R93

33

T0

T0

130

P51

P41

245

Q89

R42

8．9

P1．4

P0．4

34．6

R4．3

Q9．2

65．4

U5．6

VG9

1．89

P91

Q．43

余剰数＝Basic　Activity

TE－Bm＝Nonbasic　Activity

た
の
が
第
二
表
で
あ
る
。
同
日
の
最
後
の
欄
に
示
し
た
N
一
B

比
率
の
三
ヵ
年
の
変
化
を
み
る
と
、
名
古
屋
と
京
都
に
わ
ず

か
な
上
下
が
あ
る
が
ほ
ぼ
微
増
傾
向
を
と
っ
て
い
る
。
し
か

も
微
増
の
巾
は
六
都
市
と
も
類
似
し
、
N
一
B
比
率
の
最
大
は

横
浜
、
最
小
は
大
阪
と
い
う
相
対
的
順
位
は
各
年
次
と
も
変

ら
な
い
（
わ
ず
か
に
三
八
年
度
に
名
古
屋
と
神
戸
の
順
位
が

入
れ
変
る
）
。
そ
し
て
こ
の
間
総
従
業
者
数
は
六
都
市
と
も
一

貫
し
て
増
熱
し
つ
づ
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
さ
き
に

テ
ィ
ボ
ー
が
仮
定
し
た
右
上
り
の
直
線
（
叶
冠
¢
①
　
一
一
】
P
O
）
が
各

都
市
に
存
在
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
ま
で

同
一
都
甫
に
関
す
る
N
豆
比
率
の
変
化
を
長
期
的
に
追
求

し
た
研
究
は
少
な
い
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
ブ
ラ
ウ
ン
の

報
告
が
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
会
衆
国
テ
キ
サ
ス
州
の
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
リ
ア
（
甲
H
O
¢
ω
げ
O
⇔
　
鍔
”
　
》
．
）
に
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第三三裏　　Houston

　　　MAのN／B
　　　比量

年次1’r・1・／・

2．13

2．13

2．20

2．19

2．15

2，54

2．10

2．11

2．26

2．85

2．59

2．2Z

国入
327

341

350

357

361

330

355

376

377

423

1950

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

341

350

357

361

330

355

376

377

423

439

448

Byron　B．　Brown

による。
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つ
い
て
、
ほ
ぼ
筆
者
と
等
し
い
方
法
で
翼
百
比
率
を
計
箕
し
、
第
三

表
の
よ
う
な
年
次
別
変
化
を
得
た
。
従
業
者
総
数
は
や
は
り
漸
増
し

て
い
る
が
六
大
都
市
の
場
合
ほ
ど
顕
著
で
は
な
く
、
N
百
比
率
の
変

化
に
も
か
な
り
上
下
が
あ
る
が
全
体
と
し
て
は
や
は
り
微
増
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
と
メ
イ
ス
（
○
．
瓢
繍
α
Φ
ぴ
斎
日

卿
》
畠
窯
ρ
o
①
）
に
よ
る
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
・
カ
ウ
ソ
テ
ィ
ー
（
ピ
。
ω

諺
⇔
σ
q
Φ
δ
の
O
雪
暮
図
）
の
N
百
比
率
の
変
化
は
第
四
表
の
よ
う
に
な

る
。
、
一
九
四
一
年
一
一
一
月
ま
で
は
漸
減
し
、
四
六
年
か
ら
漸
増
し
は

じ
め
る
。
テ
ィ
ボ
ー
の
右
上
り
直
線
（
げ
層
d
「
①
　
一
一
鵠
①
）
は
無
限
に
続
く

第四表　Los　Ange正es　CountyのN／B比率

年月巨獣・／BE　IN／B年月

66

U5

T8

T9

T9

U0

U1

U1

U3

U0

U2

U3

U3

U4

U6

U8

V3

V8

L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L

　　千人
王，285

謝
曲
説
蹴
蠣
二
面
㎜
魏
謝
盟
㈱
織
搬
珊
々
脚

L
　
L
　
工
　
L
　
1
司
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
　
L
川
　
L
　
L
「
　
1
司

　　　　　8

　　　　　9

　　　　10

　　　　11

　　　　12

1946．　1

2
3
4
5
6
7
8
9

　　　10

　　　11

　　　12

1947．　9

鵬
餅
娚
鵬
餅
凱
鵬
鵬
餅
鵬
㎜
鵬
麟
二
一
糀
皿
鵬
日

干人
988

992

1940．　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　s

9
．

10

　992

1，300

1，e15

1，e26

1，027

1，039

1，051

1，059

1，e76

11

12

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

1，094

1，e93

1，120

1，129

1，179

1，198

1，226

1，250

1，270

1941．　1

George　Flildebrand　and　Arthur

Maceによる

も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
入
口
規
模
に
達
す
る
と
下
降
し
は
じ

め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
と
し
て
、
最
大
値
と
最
小
値
の

差
は
○
・
　
二
九
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
デ
1
タ
ー
か
ら
も
一
応
N
一
B
比
率

が
安
定
的
な
こ
と
は
読
み
と
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
N
百
比
率
の
安
定

性
に
つ
い
て
ブ
ラ
ウ
ン
は
次
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
　
（
一
）
都
市

規
模
が
あ
る
程
度
に
達
す
る
と
春
山
な
種
類
の
雇
用
機
会
が
生
れ
、

一
部
門
に
お
け
る
失
業
が
他
部
門
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
る
、
　
（
二
）

都
市
の
構
造
は
そ
れ
が
複
雑
な
ほ
ど
ご
く
ゆ
る
や
か
に
し
か
変
化
し

な
い
。
都
市
を
支
え
る
B
活
動
の
立
地
上
の
優
位
性
は
そ
れ
ほ
ど
簡

　
　
単
に
失
わ
れ
な
い
か
ら
、
立
地
変
動
は
お
こ
り
が
た
い
、
（
三
）

　
　
技
術
革
新
も
そ
れ
ほ
ど
急
激
に
は
生
じ
な
い
。
つ
ま
り
第
五
節

　
　
で
ア
ン
ド
リ
ュ
！
ス
が
整
理
し
た
豊
B
比
率
変
動
の
内
的
・
外

　
　
的
諸
要
因
は
、
あ
る
程
度
の
規
模
を
も
ち
複
合
的
な
性
格
を
備

　
　
え
た
現
実
の
都
市
に
は
、
右
に
み
た
よ
う
な
時
間
的
経
過
の
中

　
　
で
は
そ
れ
ほ
ど
強
力
に
作
用
し
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
都
市
の
N
百
比

率
の
安
定
性
は
全
魔
業
を
総
合
し
た
場
合
に
保
た
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
産
業
別
に
み
た
場
合
か
な
ら
ず
し
も
安
定
的
と
は
い
え

な
い
点
で
あ
る
。
第
五
表
は
産
業
大
分
類
洌
に
昭
涌
三
二
年
と
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三
八
年
の
N
百
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
都
市
と
も
産
業
部

門
に
よ
り
比
率
は
異
な
る
。
全
般
的
に
み
て
L
サ
ー
ビ
ス
業
の
二
一
B

比
率
は
大
き
く
、
京
都
・
横
浜
・
神
戸
三
都
市
の
G
商
業
の
N
百
比

第五表　産業大分類別N／B比率

計LK～工GF

1．70

1．99

2．36

2．83

2．81

4．75

3．38

3．02

1．54

1．67

2．82

3．82

2a37

2．42

5．35

5．35

2，82

3．21

2．64

3．05

1．89

2．43

4．60

10．41

2．25

2．38

3．89

7．49

1．21

2．40

O．73

0．83

1．69

5．80

1．64

2．05

38．79

1．89

2．6e

2．08

1，20

1．50

5．67

4．8e

e．69

0．80

O．29

0，39

O．22

0．38

e．74

0．82

O．62

0．7e

1．74

2．03

1．04

1．47

3．58

O．58

1．47

O．49

e．64

1r21

1．l1

3．17

7．98

1．62

2．03

1．e6

1．2e

1．17

1．18

2．20

1．95

1．44

1．87

1．82

1，86

2，02

3．02

3．17

2．39

32

R8
京東

2．17

1．8S

32

R8
大 阪

1．77

32

R8
名古歴

2．24　1　5．30

1．S2　1　9．le

3，68

7．42

32

R8
横 浜

3．05

3，64

3．22

4．32

2．21

2．54

1．47

1．93

京　都
32

38

32

R8
神 戸…

一は33活動が存在しない

率
も
か
な
り
大
き
い
。
N
活
動
は
G
・
L
部
門
が
中
心
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
裏
付
け
る
。
し
か
し
L
部
門
内
部
で
も
N
百
比
率
が
最
小

の
京
都
三
・
野
比
と
最
大
の
横
浜
一
〇
・
四
一
に
は
六
・
○
ヨ
（
三

八
年
）
の
巾
が
あ
り
、
G
部
門
で
も
大
阪
一
・
一
八
か
ら
横
浜
九
・

一
〇
ま
で
七
・
九
二
の
巾
が
あ
る
。
こ
の
点
六
都
市
を
通
じ
て
最
も

N
一
B
比
率
の
巾
が
小
さ
い
の
は
F
製
造
業
で
、
最
小
は
横
浜
の
一
・

八
二
、
最
大
で
も
名
古
屋
の
三
・
〇
二
に
す
ぎ
な
い
。
一
方
各
都
布

に
つ
い
て
一
瓢
二
年
と
三
八
年
の
N
一
B
比
率
を
み
る
と
、
横
浜
の
E
・

G
・
叢
・
K
・
し
や
京
都
の
一
・
K
、
神
戸
の
L
、
棄
京
の
K
な
ど

の
よ
う
に
両
年
度
閥
の
変
化
が
極
め
て
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
都
市
全
体
の
N
百
比
率
は

か
な
り
安
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
N
一
B
比
率
と
い
う
乗
数
値
は
都
市

内
部
の
産
業
部
門
柑
互
の
波
及
関
連
効
果
の
総
体
的
結
果
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
産
業
別
の
分
析
的
考
察
は
大
き
な
意
味
を
も
た
な
い
。

あ
る
部
門
の
B
活
動
の
電
鈴
が
直
ち
に
そ
の
都
市
の
N
言
比
率
で

も
っ
て
N
活
動
や
の
増
加
を
ひ
き
起
す
わ
け
で
は
な
く
、
各
産
業
部

門
の
B
活
動
の
変
動
総
量
が
N
部
門
の
総
量
を
N
百
比
率
で
も
っ

て
変
動
せ
し
め
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
が
産
業
別
に
変
動
の
波
及

効
果
を
と
ら
え
た
産
業
連
関
論
と
は
異
な
る
経
済
的
基
盤
説
の
大
き
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第六表　六火都市のB活動・N活動・

　　　　N／Btk率の変化量

控［・i・座し遡
O．29

0．eo

o．e3

0．10

謝
6
黒

千人
584

452

234

王49

干入
128

227
東　京

　　年
R5－32

R8－35

千人
V12

U78

一4　1　一〇．17

　91　e．22

135

138

1
5
－
1
4

α
　
α

71

1e5

16

23

一〇．06

　0．47

11

S

56

T1

O．02

0．52

17

O

44

T3

大　阪

名古麗

横　浜

京　都

神　戸

35－32

38－35

35－32

38－35

35－32

38－35

3sk32

38－35

35－32

38－35

368

225

2e9

173

86

132

se

48

66

43

135

76

74

35

15

27

24

－3

　21

－10

な
特
色
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ハ
リ
ス
が
フ
ォ
ウ
ツ
の
テ
ス
ト
に
お
い
て
検
証
さ
れ
て
い

な
い
最
も
重
要
な
点
だ
と
指
摘
し
た
B
活
動
・
N
活
動
・
N
百
比

率
血
（
総
従
業
者
）
の
現
実
の
変
動
関
係
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
テ
ィ
ボ
ー
の
仮
定
（
一
）
の

正
否
を
判
定
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
第
六
表
は
昭
和
三
二
年
～
三
五

年
と
、
三
五
年
～
憲
八
年
差
の
各
三
年
間
に
、
六
都
市
で
右
の
諸
要

素
が
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
合
計
一
二

の
ケ
ー
ス
の
う
ち
名
古
屋
・
京
都
の
前
半
三
年
と
京
都
∴
神
戸
の
後

半
一
二
年
を
除
く
八
つ
の
ケ
ー
ス
は
、
　
B
活
動
・
N
活
動
・
N
百
比

率
E
が
共
に
増
加
し
て
お
り
、
テ
ィ
ボ
あ
モ
デ
ル
（
第
一
図
）

に
お
け
る
①
↓
④
↓
⑤
の
変
動
型
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
場
合
で
も
B
三
二
の
増
加
が
N
活
動
の
増
加
を
ひ
き
お
こ

し
た
と
の
確
証
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
的
に
増
加
し
た
の
で
は

な
い
か
と
の
疑
問
は
残
る
。
た
と
え
ば
大
阪
の
後
半
三
年
に
は
、
N

活
動
の
不
足
量
（
地
域
外
部
に
依
存
す
る
蚤
）
が
減
少
し
て
い
る
か

ら
、
こ
の
分
だ
け
B
濤
動
と
は
無
関
係
に
N
活
動
が
増
掬
（
充
実
）

し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
さ
き
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
の
整
理

ω
（
コ
八
頁
）
項
が
実
現
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
後
に
神
戸
の
例
で
よ
り
く
わ
し
く
検
討
す
る
。
そ
の
他
ア
ソ
ド
リ

ェ
ー
ス
の
㈱
項
や
ω
項
の
可
能
性
も
残
る
が
、
大
は
東
京
の
五
八
万

余
人
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
都
市
に
お
け
る
数
万
人
以
上
の
N
活
動

増
加
の
主
要
因
は
や
は
り
B
活
動
増
加
と
の
関
連
で
考
え
る
こ
と
が

田
谷
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
名
古
屋
・
京
都
の
前
半
三
年
の
変
化
で
は
、
B
猛
動
・
N
活

動
・
窺
は
共
に
増
大
し
な
が
ら
も
、
N
百
比
率
だ
け
は
減
少
を
示
し
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て
い
る
。
つ
ま
り
B
活
動
の
増
撫
に
対
し
て
N
活
動
が
十
分
増
加
し

て
お
ら
ず
、
相
対
的
な
N
活
動
不
足
の
状
況
を
呈
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
　
こ
れ
は
テ
ィ
ボ
ー
の
モ
デ
ル
の
①
↓
④
型
（
第
一
図
）
或

い
は
ア
ソ
ド
リ
ュ
ー
ス
の
第
二
段
階
（
一
一
七
頁
）
に
栢
食
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
名
古
屋
の
場
合
後
半
三
年
闘
に
は
B
活
動

は
三
万
五
千
人
し
か
増
歯
し
て
い
な
い
の
に
（
前
半
三
年
間
の
増
加

の
半
数
以
下
）
、
N
活
動
は
前
半
三
年
聞
を
や
や
上
廻
る
一
三
万
人

余
の
増
加
を
維
持
し
て
い
る
。
同
様
に
京
都
の
場
合
も
、
後
半
の
三

年
間
に
は
B
活
動
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
N

活
動
は
前
半
三
年
問
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
五
万
人
余
の
増
加
を
示
し
て

い
る
。
後
半
一
二
年
聞
の
N
一
B
比
率
の
変
動
が
名
古
屋
○
・
二
二
、
京

都
○
・
四
七
と
と
も
に
大
き
い
の
は
こ
の
間
の
事
情
を
反
映
す
る
も

の
で
、
第
一
図
の
矢
印
が
示
す
④
か
ら
⑤
へ
の
急
上
昇
（
鉾
ま
一
ぎ
①

の
勾
配
よ
り
も
大
き
い
）
部
分
に
相
当
す
る
。
従
っ
て
一
応
こ
れ
ら

二
都
市
で
は
三
二
年
・
三
五
年
・
竃
八
年
の
三
時
点
を
通
じ
て
テ
ィ

ボ
ー
の
①
↓
④
↓
⑤
の
ケ
ー
ス
が
実
現
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
第
三
に
京
都
・
神
戸
の
後
半
三
年
間
の
変
化
が
聞
題
と
な
る
。
B

活
動
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
N
活
動
・
E
・
N
一
B
比

率
が
共
に
増
加
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
京
都
の
場
合
は
、
右
に
み

た
よ
う
に
、
前
半
三
年
間
の
B
活
動
増
加
の
効
果
が
時
間
的
ず
れ
を

も
っ
て
後
半
三
年
間
に
現
わ
れ
た
と
も
解
せ
る
が
、
後
半
一
二
年
間
の

N
活
動
の
増
潴
量
は
平
衡
園
復
作
平
（
真
の
N
一
B
比
率
へ
の
移
行
運

動
）
と
し
て
は
大
き
す
ぎ
る
し
、
神
戸
の
国
王
に
い
た
っ
て
は
前
半

三
年
間
に
そ
う
し
た
発
展
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
蓄
積
（
N
活
動
の
相
対

的
不
足
）
す
ら
な
く
、
し
か
も
前
半
三
年
闇
を
上
廻
る
N
活
動
の
増

加
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
場
会
に
は
B
活
動
の
増
［
加
に
無
関

係
な
N
活
動
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。
ア
ソ
ド
リ
ュ
ー
ス
の
⑥
B
活

動
の
質
酌
変
化
、
⑪
魚
影
の
実
質
所
得
の
増
大
、
q
の
従
来
絶
対
的
に

不
足
し
て
い
た
翼
の
充
実
、
㈲
長
期
的
・
社
会
的
な
変
化
等
の
項
臼

の
い
ず
れ
か
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
い
ま
神
戸
市
に
お
け
る
産
業
部
門
鋼
の
B
活
動
・
N
活
動
．
不
足

数
の
増
減
を
示
せ
ば
第
七
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
B
活
動
か
ら
み
る

と
、
　
「
3
9
そ
の
他
の
製
造
業
」
七
千
人
、
　
「
6
7
運
輸
付
帯
サ
ー
ビ
ス

業
」
四
千
六
百
人
、
　
「
6
3
道
路
貨
物
運
送
業
」
三
井
二
百
人
、
　
「
4
8

家
具
建
具
小
売
業
」
一
千
七
百
人
等
を
中
心
に
合
計
二
万
三
干
六
百

人
の
増
加
を
示
し
な
が
ら
も
、
¶
3
1
鉄
鋼
業
」
一
万
四
干
六
百
人
、

「
2
8
ゴ
ム
磯
回
製
造
業
」
一
万
八
百
人
、
　
「
3
5
電
気
機
器
製
造
業
」

三
千
三
百
人
等
製
造
業
等
を
中
心
に
合
計
三
万
三
千
八
百
入
の
減
少
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第七表　神戸市におけるB活動・醤活動の産業別増減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭禾038年一35年）

足N揺動1不産業分類lB活働足襲業分類lB活動｛N活動

0
　
　
　
0
　
0

3

2
　
r
O
　
O
　
－

17

Q4

P1

R4

P
1
3
1
6
↓
3
↓
6
1
3
2
9
1
1
6
β
ヨ
砲

1
1
5
7
9
5
2
3
3
2
8
1
1
4
6
1
0
2
8
3

6
　
　
　
∩
V

49

g
I
J
6
1
6
2
6
3
6
4
6
6
6
7
6
8
K
L
8
0
8
1
8
3
8
4
8
5
8
6
8
7
8
8
8
9
9
0
9
1
9
2
9
3
9
4

　
　
　
　
6
0

87 2 9
一

88 一　6 15
…

89 2 0
一

90
一

14 4

91 一
2 一3

92 一　2 5
一

93
一

6 0

94 一　5 5
…

増加計 236 558 82

9127338減少計

9531一102引差

　39

－48

0
2
5
3
3
6
5

0
0
　
0
0

　　e

－17

－t U

－5
－27

3
1
0
3
2
01

翫
蝦
娼
　
8
焉
5
4
3
旦
諭
－
略
2
揺
。
7
節
％
％
甦
。
％
蝦
6
8
↓
8
樹
冠
％
。
絡

一229

－　1

3

一las

一146

33

P4

@
7
0
8

　
　
　
　
［

4
G
1
5
3
　
1
7

E
刃
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
9
G
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0

単位は100人

産業分類の番辱は窮一蓑のそれに対応する

一は該当数値がないことを示す

「不足」は122頁に説明したもの

を
数
え
、
差
引
B
活
動
は
一
万
二
着
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
一
　
　
門
で
は
増
加
し
そ
の
合
計
は
五
万
五
千
八
百
人
に
達
す
る
か
ら
、
等

方
N
活
動
は
「
2
6
化
学
工
業
」
九
百
人
、
・
「
2
8
ゴ
ム
製
晶
製
造
業
」
　
　
引
N
活
動
は
五
万
三
干
百
人
の
増
加
と
な
る
。
神
戸
市
の
代
表
的
工

五
百
人
、
　
「
2
3
家
具
製
造
業
」
四
百
人
と
、
そ
の
他
五
部
門
と
で
合
　
　
業
で
あ
る
ゴ
ム
工
業
や
鉄
鋼
業
の
減
少
に
対
し
て
運
輸
通
信
業
が
増

（447）

計
二
干
七
百
人
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
部
　
　
加
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
B
活
動
の
増
減
に
は
質
的
変
化
　
㎜



が
伴
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
ア
ソ
ド
リ
あ
ー
ス
の

⑨
項
に
該
当
す
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
ま
た
N
活
動
の
絶
対
的
不

足
数
は
「
E
建
設
業
」
や
「
2
0
繊
維
工
業
」
な
ど
を
中
心
に
八
千
二

百
入
増
加
し
、
　
「
3
4
機
械
製
造
業
」
・
「
3
0
窯
業
」
・
「
3
9
そ
の
他
の
製

造
業
偏
な
ど
を
中
心
に
九
千
百
人
減
少
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
不
足

数
の
増
減
に
は
次
の
四
つ
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
　
（
一
）
必
要

数
は
あ
ま
り
変
化
せ
ず
、
N
活
動
が
実
際
に
増
舶
し
て
、
従
来
不
足

し
て
い
た
も
の
を
補
充
す
る
場
合
、
不
足
数
は
減
少
す
る
、
　
（
二
）

N
濡
動
は
実
際
に
あ
ま
り
増
加
し
な
く
て
も
、
必
要
数
が
減
少
す
る

場
合
、
や
は
り
不
足
数
は
減
少
す
る
、
　
（
三
）
必
要
数
は
あ
ま
り
変

化
し
な
く
て
も
、
N
活
動
が
実
際
に
減
少
す
れ
ば
不
足
数
は
そ
れ
だ

け
増
加
す
る
、
　
（
四
）
N
活
動
は
実
際
に
あ
ま
り
減
少
し
な
く
て
も
、

必
要
数
が
増
加
す
れ
ば
や
は
り
不
足
数
は
増
加
す
る
。
神
戸
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
は
右
の
（
二
）
の
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
蕎
が
、
大
部
分
は
（
一
）
の

ケ
ー
ス
と
考
え
て
よ
く
、
従
っ
て
不
足
数
の
減
少
尊
志
干
百
人
の
う

ち
大
部
分
は
N
活
動
の
実
質
的
増
加
と
見
倣
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
N
活
動
の
充
実
は
B
活
動
に
匹
敵
す
る
波
及

効
果
を
も
つ
も
の
で
、
産
業
連
関
を
通
じ
て
更
に
新
た
な
N
活
動
の

増
血
を
う
な
が
す
か
ら
、
N
活
動
の
増
加
五
万
五
干
八
百
人
中
に
占

め
る
ウ
ェ
イ
ト
は
か
な
り
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
ア

ソ
ド
リ
ュ
ー
ス
の
ω
項
が
意
味
を
も
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ

に
し
て
も
ω
項
だ
け
で
は
N
活
動
の
増
加
五
互
二
千
人
を
説
明
し
つ

く
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
㈱
実
質
所
得
の
増
大
や
、
③

人
口
規
模
の
増
大
に
伴
う
専
門
的
N
活
動
の
発
生
、
N
活
動
相
互
の

接
触
増
加
や
迂
廻
生
産
の
増
加
に
よ
る
新
し
い
N
活
動
の
付
加
等
の

原
因
も
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
．
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿

を
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
神
戸
市
で
は
明
ら

か
に
B
活
動
の
増
舶
に
誘
発
さ
れ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
N
活
動
の
、

独
立
的
増
加
が
生
じ
て
お
り
、
テ
ィ
ボ
ー
の
仮
定
（
一
）
は
常
に
正

し
い
も
の
と
は
い
え
な
く
な
る
。
従
っ
て
先
に
想
定
し
た
第
二
図
が

現
実
性
を
お
び
て
く
る
こ
と
に
な
り
、
三
八
年
度
の
神
戸
や
京
都
の

N
百
比
率
が
そ
れ
ま
で
の
も
の
に
比
べ
て
か
な
り
高
い
こ
と
か
ら

み
て
も
、
第
二
葉
の
ω
点
に
位
置
す
る
も
の
と
想
定
で
き
る
。
い
ず

れ
資
料
が
そ
ろ
え
ば
三
八
年
以
降
の
変
動
を
追
跡
し
、
真
の
N
百
比

率
を
示
す
⑤
点
に
下
降
し
て
い
く
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
こ
の
想
定

の
可
否
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
不
足
数
に
関
し
て
は
ま
た
次
の
こ
と
が
、
看
取
さ
れ
る
。
第
二
表

の
三
欄
に
よ
る
と
、
名
古
屋
市
を
や
や
例
外
と
し
て
、
各
都
市
・
各
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年
次
と
も
総
従
業
者
数
の
一
割
前
後
に
当
る
不
足
数
を
有
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
第
二
次
・
第
三
次
産
業
の
み
に
隈
回
し
て

も
、
斎
万
都
響
の
自
足
性
は
な
お
不
完
全
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
〇
〇

％
に
高
め
る
た
め
に
は
、
現
存
産
業
人
口
の
全
一
割
増
を
必
要
と
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
昭
和
三
八
年
の
不
足
実
数
は
東
京
で
三
九
万

九
千
人
、
大
阪
で
エ
○
万
六
皆
人
、
最
小
の
神
戸
で
も
五
万
人
を
数

え
、
産
業
分
類
を
細
分
化
す
れ
ば
こ
の
数
値
は
さ
ら
に
増
加
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
理
論
的
に
は
神
戸
の
場
合
に
生
じ
た
不
足

数
の
補
充
に
よ
る
N
活
動
増
加
の
可
能
性
は
常
に
存
在
す
る
と
い
え

よ
う
。
な
お
付
言
す
れ
ば
、
不
足
を
示
す
中
心
的
産
業
は
六
都
市
と

も
製
造
業
で
あ
り
、
例
え
ば
粟
興
で
は
全
不
足
数
の
八
七
・
五
％
、

大
阪
で
は
九
〇
・
三
％
を
占
め
て
い
る
。
中
で
も
東
京
・
大
阪
・
名

古
屋
・
横
浜
な
ど
で
は
繊
維
部
門
の
不
足
が
顕
著
で
あ
る
。
工
業
活

動
が
地
域
的
に
特
化
し
、
偏
在
し
て
い
る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

六
都
市
の
う
ち
名
古
屋
市
だ
け
が
例
外
的
に
不
足
数
の
割
合
が
小
さ

い
こ
と
は
、
今
後
検
討
さ
る
べ
き
特
微
，
ど
い
え
よ
う
。

　
最
後
に
N
［
B
比
率
と
都
市
の
規
模
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
テ
ィ
ボ
ー
の
仮
定
（
ヨ
）
に
係
わ
る
問
題
で
あ

る
。
す
で
に
み
た
六
大
都
市
の
N
百
比
率
に
も
最
大
の
横
浜
三
・

二
一
と
最
小
の
大
阪
一
・
六
七
（
い
ず
れ
も
三
八
年
度
）
と
の
間
に
は

一
・
五
四
の
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。
都
市
の
真
の
N
百
比
率
（
絆
器

顕
＼
切
目
賦
○
）
を
決
定
す
る
の
は
都
市
の
規
模
で
あ
る
の
か
或
い
は

都
市
の
産
業
構
成
や
歴
史
で
あ
る
の
か
。
ブ
ル
ー
メ
ン
フ
ェ
ル
ト

（
頴
◆
じ
d
一
〇
ヨ
①
昌
団
①
圃
α
）
は
一
般
に
地
域
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

璽
B
比
率
が
上
昇
す
る
と
考
え
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
　
（
一
）
よ
り

完
全
な
生
産
部
門
が
集
積
し
、
小
地
域
よ
り
自
足
性
を
増
す
こ
と
、

（
二
）
各
種
の
生
産
部
門
の
集
積
は
地
域
内
の
産
業
連
関
を
生
み
出

し
、
や
は
り
自
足
性
を
高
め
る
こ
と
、
　
（
三
）
大
都
市
の
高
い
平
均

所
得
は
よ
り
多
く
の
消
費
的
サ
ー
ビ
ス
を
要
求
す
る
こ
と
、
　
（
四
）

大
都
市
へ
の
権
力
と
富
の
集
中
は
地
域
外
部
か
ら
不
労
所
得
を
も
た

ら
し
、
そ
れ
が
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
消
費
を
高
め
る
こ
と
、
の
四
点
を

挙
げ
て
い
る
。
ま
た
ウ
ル
マ
ソ
（
国
●
い
ウ
¢
目
土
9
嵩
）
は
、
　
「
最
小
部

落
の
活
動
は
一
〇
〇
％
ベ
イ
シ
ッ
ク
で
あ
り
、
人
口
が
増
大
す
る
に

つ
れ
て
N
活
動
が
増
し
て
い
く
。
そ
の
場
合
、
最
初
急
速
に
増
加
し
、

人
口
一
万
に
達
す
る
ま
で
に
ど
こ
か
で
速
度
が
お
ち
る
。
最
も
速
度

が
お
ち
る
の
は
人
欝
が
二
、
五
〇
〇
1
五
、
0
0
0
人
、
つ
ま
り
一

つ
の
町
と
し
て
の
規
模
の
経
済
を
始
め
て
十
分
に
発
揮
し
う
る
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

さ
で
あ
る
扁
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
の
べ
、
さ
ら
に
「
こ
れ
ま
で
の
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模　と　N／B　比　率

地　　　　　域
従業煮
i人ロ）

年次 方　法 報　　告　　者 N／B

干人

New　York蟹A （エ2，500） 1940 M Hoy七 2ユ5

〃 5β14 1950 〃 Matti玉a　　＆　　Tho鵬pson 2．91

Ch重cago澱A 2，362 〃 〃 〃 1．99

Los　Angeles河A 1，690 〃 ク 〃 3．18

〃 P 1960 〃 Tiebout 2．70

Philadelphia　瓢A 1，438 1950 〃 Ma士tila＆Thompson 4．47

DetrQiもMA 1，192 ク ク 〃 2．16

San　Froncisco　Bay　Area ．1，G16 ク 薙i Ullman＆Dacey 149

BostQn亙A 915 〃 M ム熱七tila＆Thompson 346

San　Francisco　ム亙A 865 ク 〃 〃 2．93

Pittsburgh麗A 809 ク ク 〃 2．55

St．　Louis　MA 677 〃 〃 〃 3．89

卜　〃 （L681） 〃 瓢i Ullman＆Dacey 1．38

αeveland　MA 616 〃 M Ma乞tila＆Thompso亘 2．97

Baltimore　MA 528 ク ク ク 335

Houston　MA 327 ク ク Brown 2．13

ク ～ 1960 ク Ii　　” 2．60

D乱llas　Trading　Area 〃 〃 ～
｝　　，　　　　庁

1．86

Fortworth　Trad魚g　Area 〃 〃 〃 〃 1．73

殖idwest　MA，工 〃 ～ 〃 ク 工●39

〃　　　　　　1王 ク 〃 〃 ク 135

〃　　　　　1叢 〃 ク 〃 〃 137

〃　　　　　三V 〃 〃 〃 ク 2．81

〃　　　　　　V ク 〃 〃 〃 1．14

Cincinati厳A （907） 1946 M City王）la耳ning　Commision L70

ク （787） 1940 ～ ～　「 1．1

Denver　SMA （564） 1950 〃 〃 1．54

Wichita逼A （241） ク 〃 〃

　
1
4
7
…
』

Albu（1uer儀ue　S簸A （210） 1956 〃 〃 iO．82

TUCSQR　S逼A （175） 1952 ク 〃 0．99

Brockton （119） 1949 S Hoyt 0．82

Albu儀uerque （116） 〃 Sampl　S FederεLl　Reserve　Bankイ也 LO3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t欄のMはMacrocasmic　Method，　MiはMinimum　Re儀uirement　Methed，　Sは
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第八表　都　市　の　規

Madison

Sioux　Cityム厘A

　　ク

Oshkosh

Medford

千人
24（110）

42（100）

　　？

　　（42）

　　（2e）

igso　l　s

1959　i　lntensive

195e　1　Mi

！l　i　S
1952　1　？

Alexander

Leven

Ullman　＆　Dacey

Alexander

　　　？

Erfurt

Weimar
Apolda

Sonnenberg

Sulll

Mein1ngen

Ruhla

Bleicherode

Bad　Liebenstein

Hildburghausen

Butt＄tadt

Oberhof

3
1
9
8
7
2
9
4
4
5
1
ー

ハ
U
2
1
1
1
1

1 1955

　！！

　！1

　11

　11

　！！

　！1

　1！

　ク

　ク

　／一

　！！

1・lodel

　！！

　！1

　1！

　11

　1！

　！1

　ク

　ク

　ク

　ll

　1！

Boesler

　　11

　　ク

　　ll

　　1！

　　ク

　　！x

　　11

　　！1

　　11

　　！！

　　！一

O．82

0，70

0．76

0．6e

e．so

O．56

0．75

0．36

0．35

0．24

0．71

0．10

0，34

0．36

1，04

1．35

0．53
一

9
7
2
1
5
3
4
6
5
4
2
7
3
8
9
6
4
2
0
4
6
4
4
5
6
4
4
5
曾
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
暫
　
　
　
　
　
唖
　
　
　
　
　
【
　
　
　
　
　
咀
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
1
1
2
3
3
2
0
0
0
0
0
0
0
0

田
　
ク
　
〃
　
ク
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
ク
　
ク
　
〃
　
〃
　
〃
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
－

　
　
　
　
　
　
S
薙
〃
ク
ク
〃
〃
＋
ク
〃
〃
ク
〃
〃
〃
　
　
　
　
　
　
M

3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
9
6
〃
〃
〃
ク
〃
9
5
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

京
阪
屡
浜
都
戸
照
出
理
井
原
瓶
寺
本
　
　
　
　
　
　
高
郡
、
　
　
古
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
　
　
　
和
和
東
大
名
横
田
神
大
大
天
恩
橿
龍
王
田

※MAはMetropotitan　Area．　SMAはStandard　Metropotitan　Area．方法
　　　Sales－Employment　Conversion　Methodを示す
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不
統
一
な
調
査
か
ら
で
も
、
一
万
人
以
上
の
都
市
に
関
し
て
は
N
一
B

比
率
が
○
・
五
～
二
・
0
0
間
に
あ
る
。
都
市
が
大
き
い
ほ
ど
他
の

条
件
を
等
し
い
と
す
る
限
り
N
活
動
は
大
き
い
が
、
N
百
比
率
の
変

動
は
五
千
入
以
下
の
都
布
で
最
も
著
し
い
」
と
も
指
摘
し
た
。
そ
し

て
ウ
ル
マ
ソ
自
か
ら
も
デ
イ
シ
ー
と
共
に
最
少
必
要
法
（
濯
ぎ
挙
上
誉

菊
①
ゆ
巳
習
得
⑦
簿
鼠
①
昏
○
創
）
を
使
っ
て
合
衆
瞬
諸
都
市
の
N
一
B
比

率
を
人
ロ
グ
ル
ー
プ
携
に
計
算
し
、
次
の
結
果
を
得
た
。

　
人
　
ロ

一
〇
〇
万
以
上
（
一
四
の
M
・
A
）

三
〇
～
八
○
万
（
三
八
の
M
・
A
）

｝
○
～
一
五
万
（
三
八
の
M
・
A
）

二
・
五
～
四
万
（
三
八
の
都
市
）

一
・
○
～
一
・
二
五
万
（
三
八
の
都
市
）

○
・
二
五
～
○
・
三
〇
万
（
三
八
．
の
雪
布
〉

　
（
　
）
内
は
対
象
地
域
の
数
。
M
・

垂
β
比
率

　
一
・
一
三

〇
・
九
五

　
〇
・
七
六

　
〇
・
六
六

　
〇
・
五
〇

　
〇
・
三
二

A
は
メ
ト
揖
ポ
リ
タ
ン
エ
リ
ア

　
同
一
の
計
測
方
法
を
用
い
た
こ
の
よ
う
な
事
例
研
究
は
ま
だ
多
く

は
な
い
が
、
筆
者
が
知
り
得
た
内
外
諸
都
市
の
N
【
B
比
率
を
人
口
規

模
に
応
じ
て
配
列
す
れ
ば
第
八
蓑
の
と
う
り
で
あ
る
。
計
測
方
法
．

地
域
・
年
次
・
都
市
の
性
格
等
の
栢
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
N
一
B
比

率
が
人
口
の
増
加
と
共
に
大
き
く
な
る
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
計
測

方
法
が
異
な
る
上
に
、
事
例
数
が
不
十
分
で
あ
る
か
ら
、
正
確
な
判

定
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
N
百
比
率
の
上
昇
は
ウ
ル
マ
ン
の
指
摘

に
も
あ
る
と
う
り
、
あ
る
人
日
規
模
を
境
と
す
る
段
階
的
な
も
の
で

あ
る
よ
う
に
思
え
る
（
も
っ
と
も
ウ
ル
マ
ソ
の
無
干
渉
ラ
イ
ン
に
は

疑
問
が
あ
る
）
。
し
か
も
N
一
B
比
率
は
無
限
に
上
昇
せ
ず
、
都
市
規
模

が
あ
る
程
慶
に
達
す
る
と
下
降
傾
向
を
み
せ
は
じ
め
る
。
同
一
方
法

を
用
い
た
ト
ン
プ
ソ
ン
等
の
計
測
に
お
い
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

の
四
・
四
七
を
ピ
ー
ク
に
そ
れ
以
上
の
大
都
市
地
域
（
ロ
ス
ア
ン
ジ

ェ
ル
ス
・
シ
カ
ゴ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
で
は
次
第
に
N
百
比
率
が
低

下
し
て
い
る
事
実
や
、
筆
者
の
計
測
に
よ
る
日
本
の
六
大
都
市
の
場

合
で
も
、
横
浜
の
三
・
二
一
を
ピ
ー
ク
に
そ
れ
以
上
の
都
市
（
名
古

墜
・
大
阪
・
東
京
）
で
は
む
し
ろ
N
一
B
比
率
が
小
さ
い
事
実
は
、
そ

う
し
た
傾
向
を
裏
づ
け
る
も
の
と
云
え
よ
う
。
人
口
数
百
万
の
匝
大

都
市
に
な
る
と
、
単
な
る
地
域
中
心
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
篇
的
中
心

と
し
て
の
或
い
は
髄
脳
的
中
心
と
し
て
の
機
能
が
つ
け
加
わ
る
た
め
、

地
域
中
心
段
階
に
は
み
ら
れ
な
い
特
殊
な
B
活
動
が
現
わ
れ
て
く
る

こ
と
に
よ
り
、
N
百
比
率
の
上
昇
が
お
さ
え
ら
れ
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
　
ク
リ
ス
タ
ー
ラ
ー
は
中
心
地
の
階
層
区
分
に
お
い
て
、
　
M
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都市の入口変動とエコノミック・ベイス・セオリー（成霞）

（
心
事
葬
ω
○
零
）
か
ら
し
（
ぴ
鎧
⊆
①
ω
器
簿
嶺
δ
）
ま
で
の
地
域
中
心
段

階
の
走
、
R
（
霊
駐
ぎ
舞
・
・
富
3
や
瓢
（
凌
。
冨
琶
憂
3

を
位
置
づ
け
た
が
、
N
菖
比
率
変
動
の
一
段
階
が
L
中
心
と
R
（
又

爵
）
中
心
と
の
間
に
存
在
す
る
、
し
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　
第
八
表
の
諸
事
例
は
、
計
測
方
法
が
異
な
り
資
料
の
精
度
に
も
差

が
あ
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
断
定
的
な
こ
と
は
云
え
な
い
が
、
　
（
一
）

地
方
中
心
の
小
都
市
で
は
N
百
比
率
が
．
一
よ
り
小
さ
く
、
（
二
）
広

域
中
心
の
大
都
市
で
は
N
置
比
率
が
二
を
越
え
、
か
つ
規
模
の
増
大

に
伴
っ
て
比
率
は
上
昇
し
て
い
く
、
　
（
三
）
し
か
し
全
国
的
又
は
国

際
的
な
中
心
で
あ
る
巨
大
都
市
の
N
　
B
比
率
は
二
の
前
後
に
低
下

す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
帰
納
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
現
実

の
諸
都
市
に
お
け
る
人
口
増
加
の
状
態
を
か
な
り
適
確
に
説
明
す
る
。

す
な
わ
ち
小
都
衛
に
比
べ
て
大
都
帯
の
N
　
B
比
率
が
大
き
い
こ
と

は
、
同
一
量
の
B
活
動
の
増
加
に
対
し
て
、
大
都
市
の
方
が
よ
り
大

量
の
N
活
動
の
増
加
を
起
し
、
総
人
口
の
加
速
度
的
な
膨
張
を
示
す

　
　
　
　
　
⑳

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
N
　
B
比
率
の
上
昇
に
限
界
が
あ
り
、
罠
大
都

市
の
比
率
が
大
都
市
に
比
べ
て
小
さ
い
こ
と
は
、
最
近
に
お
け
る
巨

大
都
市
の
人
口
増
加
速
度
の
鈍
化
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
都
市
の
人
鶴
変
動
を
よ
り
、
モ
ク
ロ
に
説
明
す
る

理
論
と
し
て
の
経
済
的
基
盤
説
の
有
効
性
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
よ
り
精
度
の
高
い
事
例
を
積
み
重
ね
、
都

市
ご
と
に
真
の
N
百
比
率
を
示
す
直
線
（
¢
器
膨
お
）
が
示
さ
れ
れ

ば
、
こ
ゆ
理
論
の
有
効
性
は
一
層
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
N
ぢ
抄
9
溶
…
国
鶉
営
9
ロ
切
。
夢
ぐ
一
g
磐
傷
警
①
艶
ぎ
。
邑
①
。
剛
び
。
霧
什

　
　
国
跨
。
ぽ
雪
0
9
筥
σ
甑
O
σ
q
㊦
お
膳
O
辱
騎
。
羅
メ
切
．
H
巳
い
；
9
口
山
　
≦
．
野
○
β
旨
尻
。
溢
亀

　
　
、
、
》
犀
①
讐
ρ
8
0
属
豆
僧
腎
簿
δ
腎
ω
o
｛
霞
げ
勲
嵩
話
巳
（
，
ω
睡
器
吋
巴
p
♪
江
。
諺
ぽ
甥
縛
、
．
〉
ヤ

　
　
諺
．
》
■
○
■
＜
O
一
．
画
ρ
翼
ρ
掛
お
G
窪
Q
Q
噛

　
②
潟
塁
雪
暮
。
旦
搾
O
」
、
．
ゴ
副
2
婁
．
。
。
。
鴨
ヨ
お
雷
鉱
。
p
ω
。
8
琶
℃
竃
Φ
コ
、
、

　
　
冒
霞
コ
・
夘
。
メ
ω
。
。
欝
f
＜
o
一
．
ピ
圃
押
一
〇
。
。
。
ρ

　
③
段
塁
錠
ρ
轡
ρ
．
”
、
．
円
ヨ
℃
三
。
巴
ヨ
暮
竃
導
警
・
ρ
一
門
鉦
Φ
ω
。
8
8
ヨ
ヨ
⑳

　
　
鉱
6
象
ω
＃
ぴ
煽
菖
O
箒
9
昌
畠
。
ぬ
氣
｝
8
H
ヨ
舅
O
胎
℃
o
唱
巳
ρ
試
O
戸
”
．
O
Φ
O
σ
q
甥
　
凋
O
〈
■
冒

　
　
く
。
ピ
ら
Q
8
鷺
ρ
押
帰
の
《
メ

　
④
館
稔
「
人
口
都
田
化
に
関
隼
る
人
日
己
妻
」
．
（
南
亮
三
郎
・
餓
稔
編
『
人
口
都

　
　
市
化
の
理
論
と
分
析
』
、
一
九
六
五
年
、
反
収
〉
五
九
頁
。

　
⑤
Ω
三
㎝
3
ぎ
鮮
甫
・
”
u
冨
N
魯
陣
同
鉱
魯
○
ぽ
。
首
ω
ま
α
魯
窃
・
ε
9
包
ζ
㊦
舞
層

　
　
H
8
Q
。
．

　
⑥
国
。
§
。
熱
。
切
ρ
ω
①
8
冨
。
蔓
の
訳
語
は
ま
だ
統
一
さ
れ
て
い
な
い
が
本
稿
で

　
　
は
以
下
全
て
経
済
的
基
盤
説
と
し
た
。
な
お
こ
の
理
論
を
我
懸
に
最
も
早
く
詳
細

　
　
に
紹
介
．
し
た
の
は
、
小
蕩
栄
次
「
ア
メ
ジ
カ
に
お
け
る
都
市
経
済
研
究
の
一
動

　
　
向
」
　
（
腕
地
理
学
騨
論
隔
三
〇
…
二
、
一
九
五
年
）
で
あ
る
。

　
⑦
カ
．
資
鑑
悶
壱
ξ
に
よ
る
と
経
済
的
藁
盤
の
概
念
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し

　
　
た
の
は
、
男
冨
鳥
舞
8
開
U
．
○
一
三
簿
Φ
9
山
や
鑑
「
｝
霞
。
蛋
ω
ω
①
螢
ロ
（
い
ず
れ
も
一

　
　
九
二
一
年
）
と
い
わ
れ
る
が
（
8
プ
①
諺
難
。
鼠
。
碧
Ω
け
ざ
翼
。
毛
く
曾
ぎ
ち
①
9

　
　
や
H
O
O
）
、
理
論
の
系
説
阻
に
つ
い
て
は
》
質
点
。
≦
P
口
・
切
∴
、
．
蜜
ゆ
0
7
ρ
巳
。
。
隣
。
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¢
お
φ
桟
び
自
己
国
O
O
鵠
O
舅
陣
O
切
雰
匂
α
O
”
三
五
梓
O
ユ
0
9
一
U
O
〈
O
ざ
℃
口
回
⑦
昌
挫
O
騰
件
げ
O
b
ゴ
貸
の
⑦

　
O
o
コ
。
①
℃
営
、
、
U
導
伽
轡
o
o
き
ヨ
8
ρ
＜
o
ド
b
。
P
⇔
9
b
っ
℃
H
霧
ω
が
く
わ
し
い
。

⑧
巴
。
三
二
①
び
い
≦
∴
、
．
月
乏
し
摩
註
す
裟
8
σ
霧
ざ
。
自
。
㊦
冥
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｛
鐸
σ
碧

　
図
0
9
回
O
ヨ
言
頃
葺
呂
甑
O
昌
ω
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0
9
μ
O
讐
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①
O
σ
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唱
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甲
、
置
く
O
ド
G
o
ρ
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ρ

⑨
最
近
の
も
の
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切
δ
要
鈍
し
ご
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切
∴
濁
×
智
ぽ
、
鵠
ヨ
豆
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《
日
㊦
馨
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巳
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冨
舞

　
》
昌
漕
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ω
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Q
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O
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目
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三
郎
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墨
跡
田
基
盤
説
」
（
『
済
済
灘
ず
一
轍
鍛
駈
　
一
五
…
一
二
・
四
、
　
一
九
六
六
年
目
　
が
あ

　
る
。

⑩
拙
稿
「
均
衡
空
間
と
し
て
の
地
域
の
分
析
」
（
『
人
文
地
理
』
一
五
一
五
、
一
九

　
六
一
工
年
）
。
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話
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quite　contrary　to　the　his毛or至ca董fact　in　the　eral　of　Ch‘un－ch‘iu春秋．　Th呈s

philosophy　attracted　the　attention　oi　some　scholars　after　the　middle　of

the　Ch‘ing清dynasty；especially　K‘ang－yu－we圭康有爲，　under　the三nfiu－

ence　of　European　evolutional　thougl＃，　inteypreted　it　as　the　phi！osophy

of　the　three－grade　developraent　and　adopted　k　as　a　classical　aBd　the－

oretical　ground　for　the　Pien－fa．tzu－ch‘iang攣法自彊movement．　To　con－

s姐er　it　posit圭vely，　however，　this　philosophy　of　Ko－hsiu　何回　never

expound　this　direct　three－grade　development，　but　on1y　the　development

in　the　category　of　Yin－yang－wu－hsiB9陰陽五行説．　In　short，　this　thought

should　be　defined　as　an　ideological　and　idea！lstic　theory　of　circu！ation，

systematized　in　the　Sung－HaB　M？eq　idea　which　insists　on　absolu£eness．

of　the　Han漢dynasty．

　　It　mac　y　be　very　interesting　to　see　that　at　the　end　of　the　later　Kan

後漢there　appeared　the　view　of　the　fall　of　the　Han　dynasty　and　the

historical　theory　of　social　deterioratiolt，　reflecting　the　desolate　historica｝

reali£y　of　the　day　and　siMultaneously　the　philosophy　on　the　opposite

stand－point　also　appeared．

Urban　Popuiation　ChaRges　and　the　Economic－Base　Tlaeory

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K6z6　Narita

　　’1’his　article　presents　tke　necessity　of　establishing　the　more’　micro－

scopic　law　which　expla圭11s　the　mechan至sm　of　urban　popu正ation　changes

in　regard　to　the　fundamental　character　of　city　as　a　2”egional　focus．

For　this　pupose　the　auther　tal〈es　up　tke　economic　base　theory　tliat

has・been　used　in　a　iot　of　ana1ysis　of　urban　population　estimate　in　the

United　states　and　he　adjusts　the　discussions　and　oplnions　of　Pfouts’，

Harris’，　Tielout’s　and　Andrews’；　then，　to　explaiB　the　changes　of　urban

population　witlt　the　N／B　ratio，　he　needs　to　study　the　following　prob－

lems：　（1）　the　stabi！ity　of　the　N／B　ratio，　（2）　the　・rea1　fiuctuation　of

ba＄ic　activity，　nonbasic　activity　and　the　N／B　rate，　（3）　the　re｝ation　of

the　scale　of　cities　with　the　N／B　ratio．　To　examine　these　problems

the　auther　caiculated　the　N／B　ratios　of　the　six　big　cities　in　Japan　in

1957，　1960，　1963　and　he　collects　the　i〈nowB　N／B　rations　of　the　various

cities　in　the　world．　These　exam2kations　resulted　in　the　prospect　that

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（477）



the　economic　base　theory　ls　rather　tiseftil　to　explain　the　uthan　popula－

tion　changes．

The　Armada　and　the　Attitttde　of　the　English　Government

　　　　　by

MiRoru　Asada

　　In　our　country，　so　many　researches　have　been　made　on　the　sixteeBeh

century　English　hlstory－the　growth　of　rural　industry，　the　rise　of　the

gentry　and　maiay　other　aspects　of　the　Elizabethan　reign．　But　there

has　been　no　attempt　to　lnvestigate　the　War　of　the　Armada．　The　war’

was　waged　in　the　complicated　situation　of　tke　internatlonal　politics　of

tlte　age．　England　emerged　a　great　power　as　the　result　of　this　war，

b瞬tthe　historica圭studies　hi七日目rto　have　th士ow王ユ1圭tt玉e　Iight　on　this　side

of　the　problem．　lt　is　a　mateer　of　course　that　England　iR　the　middle

ages　was　a　part　of　Europe．　And　even　aftey　tltat，　she　has　had　close

relationships　with　the　continental　world．　ln　this　article，　1　intend　to

get　a　portrait　of　the　contemporary　England　conditioned　by　the　time　o£

slxteenth　century　Europe　through　the　analysis　of　the　attitude　of　the

English　Government　toward　the　Armada．
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